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日
蓮
聖
人
と
密
教
―
―
特
に
不
動
・
愛
染
、
花
押
に
つ
い
て
―
―

佐
々
木
現
友

は
じ
め
に
―
―
問
題
の
所
在

　

日
蓮
聖
人
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
。
以
下
、
原
則
と
し
て
「
宗
祖
」
と
表
記
す
る
）
が
、「
真
言
亡
国
」
を
主
張
し
、
ま
た
、
天
台

宗
を
密
教
化
し
た
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
や
智
証
大
師
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
な
ど
を
激
し
く
批
判
さ
れ
た
こ
と

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
般
的
に
は
、
宗
祖
に
は
「
法
華
最
勝
の
立
場
か
ら
密
教
を
否
定
し
た
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
て
い
る
。

　

し
か
し
一
方
で
宗
祖
は
、
法
華
信
仰
に
お
け
る
究
極
の
信
仰
対
象
を
「
曼
荼
羅
本
尊
」
と
い
う
密
教
的
と
い
え
る
形
態
で
図
顕
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
曼
荼
羅
本
尊
中
の
左
右
両
端
に
大
書
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
梵
字
は
、『
法
華
経
』
に
登
場
し
な
い
密
教
の

尊
格
で
あ
る
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
そ
れ
ぞ
れ
の
梵
字
（
種（

1
）

字
）、「
カ
ン
し
（ha ṃ

）」
と
「
ウ
ン
Ｋ
（hū ṃ

）」
で
あ
る
と
伝
統
的
に

考
え
ら
れ
て
い（

2
）る。
更
に
、
宗
祖
の
花
押
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
は
、
一
般
に
は
密
教
の
梵
字
「
バ
ン
Ｌ
（va ṃ

）」
や
「
ボ
ロ

ン
Ｐ
（bhrū ṃ

）」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い（

3
）る。

　

密
教
を
否
定
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
宗
祖
の
、
そ
の
宗
教
の
随
所
に
密
教
の
要
素
が
見
出
さ
れ
う
る
と
い
う
、
こ
の
一
見
「
矛

盾
」
と
感
じ
ら
れ
る
事
象
を
、
私
た
ち
日
蓮
門
下
の
者
は
、
ど
の
よ
う
な
見
識
を
も
っ
て
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
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問
が
、
本
稿
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
、
宗
祖
の
ご
生
涯
に
お
け
る
密
教
観
の
変
遷
を
、
御
遺
文
に
そ
っ
て
概
観
し
、
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
宗
祖
が
ま
だ
「
是
聖
房
蓮
長
」
を
名
乗
ら
れ
て
い
た
時
代
の
密
教
観
に
つ
い
て
、
見
て
み
よ
う
。
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
、

祖
寿
二
一
）、
宗
祖
が
清
澄
の
地
に
お
い
て
著
わ
さ
れ
た
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
で
は
、
授
戒
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
戒
体
」
に
つ
い
て
、

小
乗
→
権
大
乗
→
法
華
→
真
言
（
密
教
）
の
順
に
説
き
明
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
、

故
に
経
に
云
く
「
今
此
三
界
は
皆
是
れ
我
が
有
な
り
。
其
中
の
衆
生
は
悉
く
是
れ
吾
が
子
な
り
」
等
云
々
。
法
華
経
を
知
る
と

申
す
は
、
此
の
文
を
知
る
べ
き
な
り
。「
我
が
有
」
と
申
す
有
は
其
れ
真
言
宗
に
非
ざ
れ
ば
知
り
難
し
。（
引
用
者

中　

略
）
法
華
経
を

是
の
体
に
意
得
る
則
ん
ば
真
言
の
初
門
な
り
。（
引
用
者

中　

略
）
真
言
の
戒
体
は
人
之
を
見
て
師
に
依
ら
ず
し
て
相
承
を
失
ふ
べ
し
。

故
に
別
に
記
し
て
一
具
に
載
せ
ず
。
但
標
章
に
載
す
る
事
は
、
人
を
し
て
顕
教
よ
り
密
教
の
勝
る
ゝ
こ
と
を
知
ら
し
め
ん
が
為

な（
4
）り。

と
、
法
華
の
戒
体
を
「
真
言
の
初
門
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
「
顕
教
よ
り
密
教
の
勝
る
ゝ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、「
理
同
事
勝
（
理
に
お
い
て
は
法
華
も
密
教
も
同
じ
で
あ
る
が
、
事
、
つ
ま
り
実
践
の
方
法
に
お
い
て
は
密
教
の
ほ
う
が
法
華
よ
り
す
ぐ

れ
て
い
る
）」
の
思
想
が
あ
る
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
若
き
日
の
宗
祖
が
、
少
な
く
と
も
実
践
（
修
行
）
の
方
法
の
次
元

に
お
い
て
は
、
密
教
を
法
華
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
是
聖
房
時
代
の
宗
祖
が
、
円
珍
撰
と
さ
れ
る
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐（

5
）決』
や
覚
鑁
撰
『
五
輪
九
字
明
秘
密（

6
）釈』
と
い
っ
た

密
教
の
書
物
を
書
写
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
前
者
は
嘉
禎
三
年
（
一
二
三
七
、
祖
寿
一
七
）

に
、
後
者
は
建
長
三
年
（
一
二
五
一
、
祖
寿
三
〇
）
に
、
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
唱
題
開
宗
後
の
密
教
観
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
宗
祖
は
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
、
祖
寿
三
二
）
四
月
二
八
日
の
唱
題
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開
宗
に
よ
っ
て
、「
法
華
最
勝
」
の
立
場
を
宣
揚
さ
れ
る
。
し
か
る
に
そ
の
翌
年
の
建
長
六
年
（
一
二
五
四
、
祖
寿
三
三
）、
密
教
的

内
容
を
も
つ
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
を
著
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
）。

　

ま
た
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
、
祖
寿
三
八
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
守
護
国
家
論
』
に
お
い
て
は
、

大
乗
に
就
い
て
又
四
十
余
年
の
諸
経
は
不
了
義
経
、
法
華
・
涅
槃
・
大
日
経
等
は
了
義
経
な（

7
）り。

と
述
べ
ら
れ
、
更
に
は
、

法
華
・
真
言
等
の
正（

8
）法

と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
大
日
経
』
を
『
法
華
経
』『
涅
槃
経
』
と
な
ら
ぶ
「
了
義
経
」
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
密
教

（
真
言
）
を
法
華
と
と
も
に
「
正
法
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
宗
祖
は
、
唱
題
開
宗
し
法
華
最
勝
の
立
場
に
立
た
れ
た
の
ち
に
も
、

こ
の
時
点
で
は
、
密
教
を
法
華
と
同
等
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
教
え
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
出
の
『
不
動
・
愛
染

感
見
記
』
と
あ
わ
せ
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　

と
こ
ろ
が
宗
祖
は
、
密
教
に
対
し
て
、
徐
々
に
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
へ
と
変
わ
っ
て
い
か
れ
る
。
た
と
え
ば
文
応
元
年
（
一
二
六

〇
、
祖
寿
三
九
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
唱
法
華
題
目（

9
）抄』
や
『
一
代
五
時（

10
）図』
に
お
い
て
は
、『
大
日
経
』『
金
剛
頂
経
』『
蘇
悉
地
経
』

と
い
っ
た
密
教
経
典
を
、
五
時
教
判
の
う
ち
の
「
方
等
部
（
権
大
乗
）」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
出
の
『
守

護
国
家
論
』
に
お
け
る
、『
大
日
経
』
を
『
法
華
経
』
と
同
じ
了
義
経
と
し
、
ま
た
密
教
を
法
華
と
同
じ
正
法
と
す
る
考
え
方
か
ら
、

明
ら
か
に
批
判
的
な
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か（

11
）る。

　

そ
し
て
宗
祖
は
、
佐
渡
・
佐
後
の
時
代
に
お
い
て
は
、
密
教
に
対
し
て
完
全
に
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
を
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

た
と
え
ば
文
永
九
年
（
一
二
七
二
、
祖
寿
五
一
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
開
目
抄
』
で
は
、

善
無
畏
三
蔵
・
金
剛
智
三
蔵
、
天
台
の
一
念
三
千
の
義
を
盗
み
と
て
自
宗
の
肝
心
と
し
、
其
上
に
印
と
真
言
と
を
加
て
超
過
の
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心
を
を
こ
す
。
其
の
子
細
を
し
ら
ぬ
学
者
等
は
、
天
竺
よ
り
大
日
経
に
一
念
三
千
の
法
門
あ
り
け
り
と
う
ち
お
も
う
。

（
引
用
者

中　

略
）
真
言
宗
が
天
台
宗
の
法
華
経
の
理
を
盗
み
取
て
自
宗
の
極
と
す
る
事
あ
ら
は
れ
を
は
ん（

12
）ぬ。

と
、
密
教
（
真
言
）
と
は
、
天
台
の
一
念
三
千
の
教
え
を
盗
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
治
二
年
（
一
二
七
六
、
祖
寿
五
五
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
報
恩
抄
』
で
は
、

慈
覚
・
智
証
こ
そ
、
専
ら
先
師
に
そ
む
く
人
に
て
は
候
へ
。（
引
用
者

中　

略
）
此
二
人
の
人
々
の
弘
法
大
師
の
邪
義
を
せ
め
候
わ
ざ
り

け
る
は
最
も
道
理
に
て
候
け
る
な
り
。（
引
用
者

中　

略
）
天
台
の
座
主
す
で
に
真
言
の
座
主
に
う
つ
り
ぬ
。
名
と
所
領
と
は
天
台
山
、

其
主
は
真
言
師
な
り
。
さ
れ
ば
慈
覚
大
師
・
智
証
大
師
は
已
今
当
の
経
文
を
や
ぶ
ら
せ
給
ふ
人
な
り
。
已
今
当
の
経
文
を
や
ぶ

ら
せ
給
ふ
は
、
あ
に
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
怨
敵
に
あ
ら
ず
や
。（
引
用
者

中　

略
）
慈
覚
・
智
証
の
義
こ
そ
真
言
と
天
台
と
は

理
同
な
り
、
な
ん
ど
申
せ
ば
皆
人
さ
も
や
と
を
も
う
。
か
う
を
も
う
ゆ
へ
に
、
事
勝
の
印
と
真
言
と
に
つ
ひ
て
、
天
台
宗
の

人
々
画
像
木
像
の
開
眼
の
仏
事
を
ね
ら
わ
ん
が
た
め
に
、
日
本
一
同
に
真
言
宗
に
を
ち
て
、
天
台
宗
は
一
人
も
な
き
な（

13
）り。

と
、
法
華
と
密
教
の
「
理
同
事
勝
」
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
天
台
宗
を
密
教
化
し
た
慈
覚
大
師
円
仁
と
智
証
大
師
円
珍
を
、
激
し
く

批
判
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
宗
祖
の
ご
生
涯
に
お
け
る
密
教
観
の
変
遷
の
概
観
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
祖
は
、
若
き
日
に
密
教
を
修
学
し
、
法
華
最
勝
を
宣
揚
さ
れ
た
唱
題
開
宗
の
の
ち
も
法
華
だ
け
で
な
く
密
教
も
重

ん
じ
、
両
者
を
併
修
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
段
々
と
密
教
を
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
佐
渡
・
佐
後
の
時
代
に
は
完
全

に
「
密
教
を
正
法
と
し
て
認
め
な
い
」
と
い
う
考
え
方
へ
と
シ
フ
ト
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
、
宗
祖
の
密
教
観
の
変
遷
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
稿
は
、

　

①　

な
ぜ
宗
祖
図
顕
の
曼
荼
羅
本
尊
に
は
、
密
教
を
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
佐
渡
・
佐
後
に
お
い
て
も
、
密
教
の
尊
格
で
あ
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る
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
（
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
）
が
勧
請
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
両
明
王
は
名
号
で
は
な
く
梵
字

（
種
字
）
で
表
さ
れ
る
の
か
。

　

②　

な
ぜ
宗
祖
の
花
押
に
は
、
密
教
の
梵
字
（
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
。

と
い
う
二
つ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
、
②
に
つ
い
て
は
第
二
章
で
、
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

な
お
、
密
教
に
は
東
密
と
台
密
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
が
両
部
立
て
（『
金
剛
頂
経
』
に
も
と
づ
く
金
剛
界
曼
荼
羅
と
『
大
日
経
』

に
も
と
づ
く
胎
蔵
曼
荼
羅
、
い
わ
ゆ
る
金
胎
両
部
）、
後
者
が
三
部
立
て
（
前
者
の
両
部
に
『
蘇
悉
地
経
』
に
も
と
づ
く
蘇
悉
地
法
を
加
え
た

も
の
）
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
宗
祖
は
、
両
密
教
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
（
少
な
く
と
も
御
遺
文
中

に
お
い
て
は
）
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
お
ら
ず
、「
真
言
」
の
一
語
を
も
っ
て
密
教
の
全
体
を
表
現
さ
れ
た
り
、『
大
日
経
』
の
一
経
名

を
も
っ
て
密
教
経
典
全
般
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
り
し
て
い（

14
）る。

　

ゆ
え
に
本
稿
中
の
「
密
教
」
と
い
う
語
も
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
両
密
教
の
い
ず
れ
か
の
み
を
い
う
も
の
で
は
な
く
、

密
教
の
全
体
を
い
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
前
置
き
し
て
お
く
。

第
一
章　

曼
荼
羅
本
尊
に
お
け
る
不
動
・
愛
染
に
つ
い
て

第
一
節　
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
に
つ
い
て

　

曼
荼
羅
本
尊
に
お
け
る
不
動
・
愛
染
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
、
そ
も
そ
も
宗
祖
に
と
っ
て
不
動
・
愛
染
と
は
ど
の
よ
う
な
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存
在
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

そ
し
て
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
文
献
が
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
『
不
動
・
愛

染
感
見
記
』（
保
田
・
妙
本
寺
蔵
。
付
録
・
写
真
資
料
Ａ
参
照
）
で
あ
る
。
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）、
す
な
わ
ち
唱
題
開
宗
（
建
長
五

年
）
の
翌
年
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
書
に
は
、
宗
祖
が
密
教
修
行
の
は
て
に
生
身
の
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
得
ら
れ
た
と
い
う
旨
の
、

生
身
愛
染
明
王
拝
見　

正
月
一
日
日
蝕
の
時

生
身
不
動
明
王
拝
見　

十
五
日
よ
り
十
七
日
に
至（

15
）る

と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
、
そ
し
て
宗
祖
が
得
ら
れ
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
愛
染
明
王
と
不
動
明
王
の
図
絵
が
、

大
き
く
描
か
れ
て
い（

16
）る。
前
者
は
、
一
面
八
臂
で
馬
上
に
坐
し
、
太
陽
を
表
す
と
思
わ
れ
る
輪
宝
を
背
負
い
、
傍
ら
に
は
烏
が
飛
ん

で
い
る
と
い
う
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
後
者
は
、
一
面
二
臂
で
展
左
（
左
脚
を
伸
ば
し
て
立
つ
こ
と
）
し
、
官
吏
服
の
男
性
や
兎
と
と

も
に
満
月
の
中
に
い
る
と
い
う
姿
で
描
か
れ
て
い（

17
）る。
そ
し
て
、

大
日
如
来
よ
り
日
蓮
に
至
る
廿
三
代
嫡
々
相
承　

建
長
六
年
六
月
廿
五
日　

日
蓮
授
新（

18
）仏

と
い
う
文
言
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
絵
に
添
え
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
大
日
如
来
よ
り
日
蓮
に
至
る
廿
三
代
嫡
々
相
承
」
と
い
う

文
言
か
ら
、
宗
祖
は
唱
題
開
宗
の
の
ち
も
法
華
だ
け
を
専
修
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
密
教
を
併
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
う
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
書
に
は
真
蹟
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
が
宗
祖
の
法
華
最
勝
の
立
場
と
は
か
な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
か
、「
真

蹟
で
は
な
い
、
偽
書
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
人
も
多（

19
）い。

　

し
か
し
私
自
身
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
同
書
は
真
蹟
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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①　

仮
に
同
書
が
偽
書
で
あ
っ
た
と
し
て
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
偽
書
を
制
作
す
る
意
図
や
メ
リ
ッ
ト
が
見
出
せ
な
い
。

　

②　

不
動
明
王
の
真
言
（
こ
こ
で
は
「
一
字
呪
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
）
は
、
通
常
は
、

　
「
ナ
（
ウ
）
マ
ク
・
サ
マ
ン
ダ
・
バ
ザ
ラ
ダ
ン
・
カ
ン
（nam

a ḥ sam
anta vajrā ṇā ṃ

 hā ṃ

〔
現
代
語
訳
：
あ
ま
ね
く
す
べ
て
の

金
剛
尊
に
礼
拝
し
ま
す
、
カ（

20
）

ン
〕）」

で
あ
る
が
、
同
書
に
は
、

　
「
ナ
マ
ク
・
サ
マ
ン
ダ
・
ボ
ダ
ナ
ン
・
カ
ン
（nam
a ḥ sam

anta buddhānā ṃ
 ha ṃ

〔
現
代
語
訳
：
あ
ま
ね
く
す
べ
て
の
仏
陀
に

礼
拝
し
ま
す
、
カ（

21
）

ン
〕）」

と
、
通
常
な
ら
ざ
る
、
特
殊
な
か
た
ち
の
一
字
呪
が
記
さ
れ
て
い
る
（
付
録
・
写
真
資
料
Ｂ
参
照
）。
同
書
が
も
し
後
世
の
偽
書

で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
、
特
殊
な
か
た
ち
の
一
字
呪
を
記
さ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
で
は
同
書
を
真
蹟
と
判
断
し
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
同
書
は
、
唱
題
開
宗
後
の
宗
祖
の
法
華
と
密
教
の
併
修
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
ま
た
、
曼
荼
羅

本
尊
の
二
つ
の
梵
字
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
節　

不
動
・
愛
染
の
梵
字
の
比
定
に
つ
い
て

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
曼
荼
羅
本
尊
に
お
け
る
不
動
・
愛
染
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

実
は
、
宗
祖
ご
自
身
は
、
曼
荼
羅
本
尊
に
書
き
込
ま
れ
る
あ
の
二
つ
の
梵
字
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
は
（
少
な
く
と
も
真
蹟
の
の
こ
っ

て
い
る
御
遺
文
に
お
い
て
は
）
何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
宗
祖
の
真
蹟
だ
け
を
一
次
資
料
と
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
曼
荼
羅
本
尊
の
あ
の
二
つ
の
梵
字
が
は
た
し
て
不
動
・
愛
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染
の
そ
れ
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
判
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
こ
の
問
題
に
お
い
て
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
は
、
有
力
な
「
手
が
か

り
」
で
は
あ
る
が
、
曼
荼
羅
本
尊
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
宗
祖
ご
自
身
が
何
か
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、「
状
況
証
拠
」
的

な
資
料
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
蓮
門
下
の
諸
門
流
が
、「
口
伝
」
な
ど
に
も
と
づ
い
て
、
あ
の
二
つ
の
梵
字
を
不
動
・
愛
染
の
そ
れ
で
あ
る
と
伝

承
し
て
き
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
日
朗
聖
人
（
一
二
四
五
～
一
三
二
〇
）
を
門
祖
と
す
る
「
日
朗
門

流
」
の
口
伝
を
ま
と
め
た
『
曼
荼
羅
相（

22
）伝』
は
、
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
日
像
聖
人
（
一
二
六
九
～
一
三
四
二
）
が
記
し
大
覚
大

僧
正
（
一
二
九
七
～
一
三
六
四
）
が
世
に
出
し
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
は
、
曼
荼
羅
本
尊
に
お
け
る
不
動
・
愛
染
に

つ
い
て
の
、
次
の
よ
う
な
口
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
、
不
動
愛
染
勧
請
の
事　

経
に
曰
く
、
天
諸
童
子　

以
為
給
仕　

云
々
。
不
動
黒
色
は
界
内
生
死
黒
業
を
表
す
な
り
、
愛
染

赤
色
は
淫
欲
熾
盛
体
を
表
す
な
り
。
妙
法
法
位
に
は
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
涅
槃
な
り
と
云
う
事
、
之
を
顕
す
な
り
。
不
動
は

迹
門
不
変
真
如
の
理
、
愛
染
は
本
門
隨
縁
真
如
の
智
な
り
。
是
れ
又
理
智
不
二
の
妙
法
を
表
す
な（

23
）り。

　

し
か
る
に
、
近
現
代
の
日
蓮
教
学
の
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
、
前
述
し
た
と
お
り
一
次
資
料
と
な
る
宗
祖
の
真
蹟
が
な
い
た
め
、

「
あ
の
二
つ
の
梵
字
は
そ
も
そ
も
カ
ン
と
ウ
ン
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
不
動
・
愛
染
で
は
な
い
別
の
何
か
を
表
す
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
問
題
提
起
が
、
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
島
仲
太
郎
氏
は
、

〔
曼
荼
羅
本
尊
中
の
〕
両
側
梵
字
は
唵
〔
オ
ン o ṃ

 

な
〕、
吽
〔
ウ
ン hū ṃ

 

Ｋ
〕
の
二
字
な
り

（
引
用
者

中　

略
）
二
明
王
説
を
支
持
す
る
こ
と
の
困
難
な
る
は
認
め
ら
る
る
に
拘
ら
ず
、
古
来
、
別
義
を
立
つ
る
人
も
な
く
て
今
日
に

及
ん
で
居
る
が
、
私
は
僭
越
の
至
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
右
〔
曼
荼
羅
本
尊
中
の
〕
両
梵
字
は
祝
祷
の
詞
、
唵
、
吽
の
二
字
で

あ
ら
う
と
提
議
し
た
い
の
で
あ
る
。
向
っ
て
右
は
カ
ンha ṃ

で
な
く
し
てo ṃ
で
あ
る
。
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（
引
用
者

中　

略
）〔o ṃ

は
〕
日
本
で
は
専
ら
真
言
呪
文
の
始
に
用
ゐ
ら
る
る
け
れ
ど
も
、
古
印
度
で
は
弘
く
大
乗
経
典
の
初
頭
に
も
用

ゐ
ら
れ
、
梵
本
法
華
経
の
首
頭
に
も

唵
、
南
無　

妙
法
蓮
華
経

と
書
い
て
あ
る
。（
引
用
者

中　

略
）
日
本
の
御
（
オ
ン
）
も
亦
此
の
語
よ
り
出
で
来
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
か
ね
て
考
へ
て
居
る
。

（
引
用
者

中　

略
）

左
側
の
字
は
ウ
ンhū ṃ
で
あ
る
。
其
の
梵
字
は

Ｋ 

吽 hū ṃ
 

祝
祷
の
詞

で
あ
る
。
愛
染
明
王
の
種
子
に
は
相
違
な
い
け
れ
ど
も
、
本
尊
に
於
て
は
そ
の
義
を
取
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
吽
は
古

来
印
度
に
於
て
神
秘
祈
祷
の
語
で
あ
っ
て
唵
字
と
相
対
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ（

24
）る。

�

※
筆
者
注
、〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

と
主
張
し
て
い
る
。

　

し
か
し
私
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
あ
の
二
つ
の
梵
字
は
や
は
り
カ
ン
と
ウ
ン
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
不
動
・
愛
染

の
種
字
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

①　

曼
荼
羅
本
尊
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
二
つ
の
梵
字
は
、
か
な
り
形
を
く
ず
し
て
書
か
れ
て
は
い
る
が
、『
不
動
・
愛
染
感
見

記
』
に
梵
字
で
記
さ
れ
て
い
る
不
動
・
愛
染
の
真
言
中
の
種
字
カ
ン
・
ウ
ン
と
、
基
本
的
な
形
状
が
同
じ
で
あ
る
（
付
録
・
写

真
資
料
Ｃ
参（

25
）

照
）。
ま
た
、
宗
祖
が
正
元
二
年
（
一
二
六
〇
、
祖
寿
三
九
）
に
書
き
記
さ
れ
た
『
秘
書
要（

26
）文』（

密
教
の
梵
字
な
ど
に

関
す
る
要
文
を
書
写
し
た
も
の
。
真
蹟
現
存
）
に
記
さ
れ
て
い
る
、
不
動
・
愛
染
の
種
字
カ
ン
・
ウ
ン
（「
し
不
動
種　

Ｋ
愛
染
」

と
記
さ
れ
て
い（

27
）

る
）
と
も
同
形
状
で
あ
る
（
付
録
・
写
真
資
料
Ｄ
参
照
）。
な
お
、
大
島
氏
の
説
に
い
わ
れ
る
オ
ン
（
な
）
は
、
明
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ら
か
に
形
状
が
異
な
る
。
ゆ
え
に
曼
荼
羅
本
尊
の
二
つ
の
梵
字
は
、
や
は
り
カ
ン
と
ウ
ン
で
あ
り
、
不
動
・
愛
染
の
種
字
で
あ

る
と
い
え
る
だ
ろ（

28
）う。

　

②　

不
動
明
王
の
種
字
は
、
通
常
は
、「
長
音
の
カ
ン 

Ａ
（hā ṃ

　

つ
ま
り
、
正
確
に
は
“
カ
ー
ン
”
で
あ
る
が
、
慣
例
的
に
“
カ

ン
”
と
読
ま
れ
て
い
る
）」
と
決
ま
っ
て
い（

29
）るの
だ
が
、
し
か
し
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
不
動
明
王
の
種
字

は
、「
短
音
の
カ
ン 

し
（ha ṃ

）」
で
あ
る
。
ま
た
、
前
出
の
『
秘
書
要
文
』
に
記
さ
れ
て
い
る
不
動
明
王
の
種
字
も
、
同
じ
く

短
音
の
カ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
、
曼
荼
羅
本
尊
中
の
向
か
っ
て
右
に
書
か
れ
る
梵（

30
）字も
、
や
は
り
短
音
の
カ
ン
な
の
で
あ
る
。

こ
の
短
音
の
カ
ン
は
、
五
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）
の
う
ち
の
風
大
を
表
す
梵（

31
）字な
ど
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
不
動
明
王

の
種
字
と
さ
れ
る
の
は
珍
し
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
宗
祖
が
学
ば
れ
た
密
教
の
流
派
に
お
い
て
は
、
不
動
明
王
の

種
字
を
短
音
の
カ
ン
と
す
る
の
が
伝
統
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
に
も
『
秘
書
要

文
』
に
も
曼
荼
羅
本
尊
に
も
書
か
れ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
結
論
と
し
て
は
、
曼
荼
羅
本
尊
中
の
向
か
っ
て
右
の

梵
字
は
不
動
明
王
の
種
字
カ
ン
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
推
測
で
き
、
そ
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
向
か
っ
て
左
の
梵
字
も
、

不
動
明
王
と
対
の
尊
格
と
考
え
ら
れ
た
愛
染
明（

32
）王の
種
字
ウ
ン
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
、
曼
荼
羅
本
尊
中
の
二
つ
の
梵
字
は
不
動
・
愛
染
の
種
字
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
論
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
三
節　

不
動
・
愛
染
が
勧
請
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て

　

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
、『
法
華
経
』
に
登
場
し
な
い
密
教
の
尊
格
で
あ
る
不
動
・
愛
染
両
明
王
が
、
宗
祖
の
法
華
信
仰
の
形
象

化
で
あ
る
曼
荼
羅
本
尊
の
中
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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こ
れ
に
つ
い
て
上
田
本
昌
氏
は
、『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
「
生
身
の
不
動
・
愛
染
を
感
見
し
た
」
と
い
う

宗
教
体
験
が
、
宗
祖
に
と
っ
て
き
わ
め
て
強
烈
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
法
華
最
勝
の
立
場
に
立
っ
た
の
ち
も
、
守
護
神
の
よ
う
な

存
在
と
し
て
勧
請
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
っ
て
い（

33
）る。

　

更
に
上
田
氏
は
、
文
永
八
年
（
一
二
七
一
、
祖
寿
五
〇
）
の
「
龍
口
法
難
」
が
起
こ
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
や
、
弘
安
二
年
（
一
二
七

九
、
祖
寿
五
八
）
の
「
熱
原
法
難
」
が
起
こ
っ
た
こ
ろ
な
ど
、
大
き
な
法
難
が
起
こ
っ
た
時
期
に
図
顕
さ
れ
た
曼
荼
羅
本
尊
（
付
録
・

写
真
資
料
Ｅ
参
照
）
に
お
い
て
は
、
四
天
王
な
ど
の
名
号
が
省
か
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
不
動
・
愛
染
の
梵
字
が
目
い
っ
ぱ
い
大
き
く

書
か
れ
て
い（

34
）ると
い
う
点
に
注
目
し
、

〔
明
王
と
い
う
尊
格
は
〕「
一
切
の
魔
軍
怨
敵
を
摧
滅
し
、
行
者
に
仕
え
て
擁
護
し
菩
提
を
成
満
せ
し
め
る
明
王
」
と
さ
れ
て
い

る
の
で
、
法
難
か
ら
行
者
を
守
護
す
る
願
い
を
こ
め
て
の
図
顕
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ（

35
）る。

�

※
筆
者
注
、〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

と
い
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
曼
荼
羅
本
尊
に
不
動
・
愛
染
が
勧
請
さ
れ
る
の
は
「
法
難
か
ら
行
者
を
守
護
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
ゆ
え
で
あ
り
、
そ
れ
が
密
教
を
批
判
す
る
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
ら
れ
た
佐
渡
や
佐
後
の
時
代
に
お
い
て
も
続
け
ら
れ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
不
動
・
愛
染
が
な
ぜ
曼
荼
羅
本
尊
に
勧
請
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
宗
祖
の
法
難
と
の
か
か
わ
り
を
指
摘
す
る
こ
の

説
は
、
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

私
は
、
右
の
上
田
氏
の
説
に
賛
同
し
つ
つ
、
更
に
、
宗
祖
は
不
動
・
愛
染
に
、「
折
伏
」
の
は
た
ら
き
を
期
待
し
て
曼
荼
羅
本
尊

に
勧
請
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
る
。

　
「
折
伏
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
はnigraha

ま
た
はābhicāraka

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
ま
た
、「
調
伏
」
や
「
降
伏
」
と
も

漢
訳
さ
れ
て
い（

36
）る。
密
教
経
典
に
お
い
て
は
、
主
に
「
調
伏
」「
降
伏
」
と
い
う
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
折
伏
」
も
用
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い
ら
れ
て
い（

37
）る。
調
伏
・
降
伏
・
折
伏
、
い
ず
れ
も
、
救
い
難
い
衆
生
を
、
力
尽
く
で
仏
の
さ
と
り
の
世
界
＝
曼
荼
羅
へ
と
導
き
入

れ
て
救
う
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
、
そ
れ
は
慈
悲
の
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
密
教
に
お
い
て
は
不
動
・
愛
染
な
ど
の
忿
怒

相
の
尊
格
、
す
な
わ
ち
明
王
た
ち
が
、
そ
の
よ
う
な
調
伏
・
降
伏
・
折
伏
の
は
た
ら
き
を
司
る
と
さ
れ
て
い（

38
）る。

　

さ
て
、
宗
祖
ご
自
身
が
、
末
法
に
お
け
る
法
華
弘
通
の
手
段
と
し
て
折
伏
を
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

宗
祖
の
折
伏
と
い
え
ば
、
佐
渡
・
佐
後
に
お
い
て
は
、『
開
目
抄
』
の
、

夫
れ
摂
受
・
折
伏
と
申
す
法
門
は
水
火
の
ご
と
し
。
火
は
水
を
い
と
う
。
水
は
火
を
に
く
む
。
摂
受
の
者
は
折
伏
を
わ
ら
う
。

折
伏
の
者
は
摂
受
を
か
な
し
む
。
無
智
悪
人
の
国
土
に
充
満
の
時
は
摂
受
を
前
き
と
す
。
安
楽
行
品
の
ご
と
し
。
邪
智
謗
法
の

者
の
多
き
時
は
折
伏
を
前
き
と
す
。
常
不
軽
品
の
ご
と（

39
）し。

と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
る
、
常
不
軽
菩
薩
品
に
も
と
づ
く
折
伏
観
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
佐
前
の
『
立
正
安
国
論
』
の
、

〔
第
七
答
〕
正
法
を
護
る
者
は
、
当
に
刀
剣
器
杖
を
執
持
す
べ
し
。
刀
杖
を
持
つ
と
雖
も
、
我
是
等
を
説
き
て
名
け
て
持
戒
と

曰
わ
ん（

40
）と。

�

※
筆
者
注
、〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

と
い
う
よ
う
な
文
言
に
示
さ
れ
る
、
一
般
に
『
涅
槃
経
』
に
も
と
づ
く
と
い
わ
れ
る
折
伏（

41
）観も
、
前
出
の
常
不
軽
菩
薩
品
に
も
と
づ

く
折
伏
観
と
合
わ
せ
て
、
宗
祖
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
重
ん
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
祖
は
『
立
正
安
国
論
』
を
佐
後

に
お
い
て
も
数
度
ご
自
身
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
開
目
抄
』
や
『
観
心
本
尊
抄
』
な
ど
の
主
要
著
書
に
大
き
く
曳
引
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
立
正
安
国
論
』
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
な
『
涅
槃
経
』
に
も
と
づ
く
折
伏
観
は
、
天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
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七
）
の
『
摩
訶
止
観
』
の
、

夫
れ
仏
法
に
両
説
あ
り
、
一
に
摂
、
二
に
折
な
り
。
安
楽
行
に
長
短
を
称
せ
ず
と
い
う
が
如
き
は
、
是
れ
摂
の
義
な
り
。
大
経

に
刀
仗
を
執
持
し
、
乃
至
首
を
斬
る
と
い
う
の
は
、
是
れ
折
の
義
な
り
。
与
奪
途
を
殊
に
す
と
雖
も
倶
に
利
益
せ
し（

42
）む。

と
い
う
文
言
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
台
大
師
は
、『
法
華
経
』
安
楽
行
品
の
身
・
口
・
意
・
誓
願
の
四
安
楽

行
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
、『
法
華
経
』
を
摂
受
の
教
え
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
『
涅
槃
経
』（
大
経
）
の
刀
仗
な
ど
の
武
器

を
用
い
て
の
正
法
護
持
の
説
示
を
根
拠
と
し
て
、『
涅
槃
経
』
を
折
伏
の
教
え
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

な
お
天
台
大
師
は
、『
法
華
玄
義
』
に
お
い
て
は
、

法
華
は
折
伏
し
て
、
権
門
の
理
を
破
す
。（
引
用
者

中　

略
）
涅
槃
は
摂
受
し
て
権
門
を
許（

43
）す。

と
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
摩
訶
止
観
』
の
文
言
と
は
逆
に
、『
法
華
経
』
を
折
伏
、『
涅
槃
経
』
を
摂
受
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
一
見
、

齟
齬
の
よ
う
に
も
思
え
る
こ
の
『
摩
訶
止
観
』
と
『
法
華
玄
義
』
に
お
け
る
両
経
の
位
置
づ
け
の
逆
転
に
つ
い
て
、
株
橋
隆
真
先
生

は
、

こ
れ
ら
は
立
脚
点
の
相
違
に
よ
っ
て
経
意
の
受
容
が
転
換
し
て
い
て
、
そ
の
立
脚
点
と
は
、
化
儀
・
化
法
双
方
の
視
点
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
ま
ず
化
儀
の
面
か
ら
両
経
を
見
る
と
、
法
華
経
の
安
楽
行
は
摂
受
に
当
た
り
、
涅
槃
経
の
有
徳
王
の
覚
徳
比
丘
に

対
す
る
武
力
に
よ
る
護
法
行
動
は
折
伏
と
言
え
る
。
一
方
、
化
法
の
面
か
ら
両
経
を
見
る
と
、
法
華
経
に
於
け
る
不
軽
菩
薩
の

但
行
礼
拝
は
折
伏
に
当
た
り
、
涅
槃
経
の
覚
徳
比
丘
の
正
法
弘
宣
は
摂
受
に
相
当
す
る
。
更
に
視
点
を
変
え
る
と
、
法
華
経
の

摂
折
は
何
れ
も
出
家
者
が
主
体
と
な
る
が
、
涅
槃
経
の
場
合
は
摂
受
は
出
家
が
主
体
で
あ
っ
て
も
、
折
伏
は
在
家
が
主
体
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相
違
点
が
明
確
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
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こ
の
出
家
が
主
体
と
な
る
折
伏
を
、
法
華
経
の
功
能
と
し
て
「
法
華
は
折
伏
し
て
、
権
門
の
理
を
破
す
」
と
特
徴
づ
け
て
見
出

し
た
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、「
法
華
は
実
理
を
以
て
権
理
を
破
す
こ
と
＝
折
伏
」
と
定
義

づ
け
ら
れ
た
こ
と
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
か
ら
で
、
ま
さ
に
こ
の
点
が
後
の
宗
祖
の
折
伏
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う（

44
）か。

と
、「
化
儀
」
と
「
化
法
」
の
ど
ち
ら
に
立
脚
す
る
か
に
よ
っ
て
摂
折
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、『
涅
槃
経
』
に
も
と
づ
い
た
折
伏
は
「
化
儀
」
に
立
脚
し
た
折
伏
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
『
法
華
経
』
の
常
不
軽

菩
薩
品
に
も
と
づ
い
た
折
伏
は
「
化
法
」
に
立
脚
し
た
折
伏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
摩
訶
止
観
』
の
文
言
中
の
「
大
経
」
と
は
、『
涅
槃
経
』
の
金
剛
身
品
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

善
男
子
、
正
法
を
護
持
す
る
者
は
、
四
戒
を
受
け
ず
、
威
儀
を
修
せ
ず
、
刀
剣
、
弓
箭
、
鉾
槊
を
持
ち
て
、
持
戒
清
浄
の
比
丘

を
守
護
す
べ（

45
）し。

と
い
う
、
化
儀
に
立
脚
し
た
折
伏
の
あ
り
方
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

迂
遠
な
い
い
ま
わ
し
と
な
っ
た
が
、
要
す
る
に
宗
祖
は
、
調
伏
・
降
伏
・
折
伏
の
は
た
ら
き
を
司
る
と
さ
れ
る
不
動
・
愛
染
両
明

王
に
、
右
の
引
用
に
あ
る
「
刀
剣
、
弓
箭
、
鉾
槊
を
持
ち
て
、
持
戒
清
浄
の
比
丘
を
守
護
す
べ
し
」
と
い
う
よ
う
な
折
伏
の
は
た
ら

き
を
期
待
し
て
、
曼
荼
羅
本
尊
中
に
勧
請
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
明
王
の
折
伏
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
単
な
る
戦
闘
的
行
為
で
は
な
く
、
救
い
難
い
衆
生
を
、
力
尽
く
で
仏
の
さ
と
り
の

世
界
＝
曼
荼
羅
へ
と
導
き
入
れ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、
慈
悲
の
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
全
く
の
私
見
で
あ
る
が
、
宗
祖
は
、
救
い
難
い
衆
生
を
慈
悲
の
心
に
よ
っ
て
調
伏
・
降
伏
・
折
伏
し
て
曼
荼
羅
へ
と
導
き

入
れ
る
不
動
・
愛
染
な
ど
の
明
王
の
あ
り
よ（

46
）うと
、
末
法
の
衆
生
を
慈
悲
の
心
に
よ
っ
て
折
伏
し
て
法
華
信
仰
の
世
界
＝
曼
荼
羅
本
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尊
へ
と
導
き
入
れ
る
ご
自
身
の
あ
り
よ
う
と
を
、
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
若
き
日
に
宗
教
体
験
の
中
で
出
会
っ
た
不
動
・
愛
染
両
明
王
に
、
末
法
の
衆
生
を
法
華
信
仰
の
世
界
＝
曼
荼
羅
本
尊
へ

と
導
き
入
れ
る
折
伏
の
は
た
ら
き
を
期
待
し
て
、
曼
荼
羅
本
尊
の
中
に
勧
請
し
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

第
四
節　

梵
字
で
表
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て

　

さ
て
、
で
は
な
ぜ
、
曼
荼
羅
本
尊
中
に
お
い
て
不
動
・
愛
染
の
両
明
王
は
、「
不
動
明
王
」「
愛
染
明
王
」
と
い
う
よ
う
に
名
号
で

表
さ
れ
ず
、
梵
字
（
種
字
）
で
表
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
日
隆
聖
人
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
）
の
『
私
新
抄
』
第
五
に
は
、

不
動
愛
染
梵
字
事

尋
云
不
動
愛
染
計
ニ

限
リ

梵
字
ニ

書
レ

之
有
ル二

何
故
一

耶
如
何
、

仰
云
、
爾
前
迹
門
ノ

弘
法
ハ

自
レ

西
向
フレ

東
、
本
門
ノ

弘
宣
ハ

自
レ

東
至
レヘ
シ

西
ニ

、
東
西
具
足
シ
テ

一
ヶ
本
尊
ノ

内
ニ

梵
漢
両
字
有
レ

之
、
仰

云
、
末
法
ハ

悉
ク

本
門
流
布
ノ

道
場
ナ
ル
ベ
シ
、
其
レ
ニ

悪
国
破
国
有
レ

之
、
悪
国
ハ

摂
受
破
国
ハ

折
伏
也
、
不
動
愛
染
ノ

二
尊
ノ

利
益
ナ

ル
ベ
シ
、
不
動
ハ

是
レ

折
伏
ノ

刀
釼
ノ

コ〇

〇

〇

〇

シ
タ
キ
三
障
四
魔
ヲ

降
伏
セ
リ
、
愛
染
明
王
ハ

一
切
衆
生
ノ

悲
母
ト

成
テ

生
養
ノ

徳
ヲ

備
ヘ
タ
リ
、

是
摂
受
也
、
如
クレ

此
摂
折
二
法
ヲ

以
テ

万
法
ヲ

養
育
セ
リ
、
如
シ二

世
間
ノ

父
母
ノ一

故
ニ

知
ヌ

不
動
愛
染
ハ

能
判
ノ

化
儀
、
余
ハ

所
判
ノ

化
法
也
、

能
判
ノ

化
儀
ハ

一
尊
、
所
判
ノ

化
法
ハ

無
量
也
別
也
、
二
明
王
ハ

一
尊
也
総
也
、
故
以
テ二

総
持
ノ

梵
字
ヲ一

顕
スレ

之
、
余
ハ

化
儀
カ

家
ノ

化
法
ナ

レ
バ
漢
字
ニ

書
レ

之
也
、
止
一
云
々
、

伝
云
、
顕
密
合
論
ノ

意
也
、
不
動
愛
染
二
明
王
ヲ
ハ

密
経
ニ

多
分
説
クレ

之
、
仍
テ

梵
字
ニ

書
レ

之
、
是
一
ヶ
ノ

本
尊
ニ

顕
密
ノ

功
徳
有
レ

之
事
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ヲ

示
ス

者
也
、
爾
前
ハ 

三
教

唯
顕 

円
教

唯
密 

相
待
シ
テ

説
レ

之
、
迹
門
ハ

顕
ノ

三
教
密
ノ

円
教
絶
待
シ
テ

明
レ

之
、
本
門
ハ

顕
密
超
過
ノ

説
也
、
顕
密
ノ

主
ニ
シ
テ

顕
密
ノ

功
徳
ヲ

南
無
妙
法
蓮
華
経
ノ

総
持
ノ

妙
語
ニ

具
足
セ
リ

、
妙
法
蓮
華
経
ハ

本
地
甚
深
奥
蔵
、
言
語
道
断
心
行
所
滅
ノ

法
ナ
レ

バ
密
ノ

上
ノ

密
也
、
然
ニ

極
悪
最
下
ノ

凡
人
ヲ

摂
ス

、
是
ハ

顕
ノ

上
ノ

顕
ナ
レ
バ
顕
密
総
持
ノ

主
ト
シ
テ

有
相
執
着
ノ

迷
機
ヲ

益
シ
玉
ヘ
バ
総
持

自
在
ノ

勝
用
ナ
ル
ベ
シ
、
当
時
流
布
ノ

密
宗
ハ

唯
密
ノ

密
宗
ニ
シ
テ

、
顕
秘
各
論
ス
ル

爾
前
当
分
ノ

唯
密
ナ
ル
ベ（

47
）シ

と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ（

48
）る。

　

①　

爾
前
・
迹
門
の
仏
法
は
、
西
か
ら
東
へ
、
つ
ま
り
イ
ン
ド
よ
り
中
国
を
経
て
日
本
へ
と
流
伝
し
た
が
、
末
法
相
応
の
仏
法
た

る
本
門
は
、
そ
の
逆
で
、
極
東
で
あ
る
日
本
よ
り
西
の
国
々
へ
と
流
伝
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
曼
荼
羅
本
尊
は
、
そ
れ
ゆ
え
イ

ン
ド
（
梵
）・
中
国
（
漢
）・
日
本
（
和
）
の
三
国
に
流
布
す
る
本
尊
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
ド
に
も
通
ず
る
意
味
で
不
動
・
愛
染

を
梵
字
で
表
す
。

　

②　

不
動
・
愛
染
は
、
摂
受
・
折
伏
の
二
門
を
表
す
。
す
な
わ
ち
、
不
動
は
折
伏
を
、
愛
染
は
摂
受
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
す
。
折
伏

は
慈
父
の
徳
で
あ
り
、
一
切
衆
生
の
悪
業
や
謗
法
を
対
治
し
て
正
信
に
向
か
わ
し
め
る
化
道
で
あ
る
。
摂
受
は
悲
母
の
徳
で
あ

り
、
一
切
衆
生
の
善
業
や
正
信
を
生
養
し
増
長
せ
し
め
る
化
道
で
あ
る
。
一
切
の
法
門
は
こ
れ
ら
摂
受
・
折
伏
の
二
門
よ
り
出

生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
二
門
を
表
す
不
動
・
愛
染
の
両
明
王
を
、
種
子
・
総
持
の
意
義
を
有
す
る
梵
字
で
書
く
の
で
あ

る
。

　

③　

曼
荼
羅
本
尊
は
、
顕
・
密
、
両
方
の
功
徳
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
言
宗
の
不
動
・
愛
染
を
破
し
て
、
本
地
本

門
の
不
動
・
愛
染
を
顕
し
、
そ
の
種
字
（
梵
字
）
を
も
っ
て
曼
荼
羅
本
尊
中
に
勧
請
し
て
、
顕
・
密
の
総
在
の
意
を
表
す
の
で

あ
る
。
爾
前
は
前
三
教
の
顕
教
と
円
教
の
密
教
と
を
相
待
し
て
説
き
、
迹
門
は
前
三
教
の
顕
教
を
円
教
の
密
教
に
絶
待
し
て
説

い
て
い
る
。
し
か
し
本
門
は
五
味
主
で
あ
る
か
ら
顕
・
密
超
過
の
説
で
あ
り
、
顕
・
密
の
主
で
あ
る
本
門
の
本
尊
・
妙
法
蓮
華
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経
は
、
顕
・
密
の
功
徳
を
総
持
し
具
足
し
て
い
る
ゆ
え
に
密
の
上
の
密
で
あ
り
、
滅
後
悪
世
の
下
機
を
救
助
す
れ
ば
顕
の
上
の

顕
で
あ
る
か
ら
、
顕
・
密
総
持
の
意
を
表
し
て
両
明
王
を
梵
字
で
書
く
の
で
あ
る
。

　

私
は
、
当
宗
僧
侶
と
し
て
、
右
の
日
隆
聖
人
の
お
示
し
に
強
く
頷
き
つ
つ
、
更
に
、
次
の
よ
う
に
も
考
え
る
。

　

宗
祖
が
不
動
・
愛
染
を
梵
字
（
種
字
）
で
表
さ
れ
た
理
由
、
そ
れ
は
、
梵
字
は
一
字
の
中
に
複
数
の
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
「
不
動
明
王
」「
愛
染
明
王
」
と
い
う
名
号
だ
と
、
両
明
王
の
イ
メ
ー
ジ
が
具
象
化
し
、

他
の
意
味
を
も
た
せ
に
く
い
。
し
か
し
「
し 

カ
ン
」「
Ｋ 

ウ
ン
」
と
梵
字
で
表
す
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
抽
象
化
し
、
不
動
・
愛
染
の

種
字
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
別
の
意
味
も
も
た
せ
や
す
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
宗
祖
が
不
動
・
愛
染
を
梵
字
で
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
梵
字
に
も
た
せ
た
か
っ
た
別
の
意
味
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

密
教
の
胎
蔵
曼
荼
羅
と
金
剛
界
曼
荼
羅
、
い
わ
ゆ
る
「
金
胎
両
部
曼
荼
羅
（
ま
た
は
両
界
曼
荼
羅
）」
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
る
。

　

不
動
・
愛
染
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
前
者
が
胎
蔵
曼
荼
羅
を
、
後
者
が
金
剛
界
曼
荼
羅
を
象
徴
す
る
明
王
と
し
て
、
両
者
を
一
対
の
存

在
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
広
く
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ（

49
）る。

　

田
中
公
明
氏
も
、
宗
祖
の
曼
荼
羅
本
尊
中
の
不
動
・
愛
染
の
梵
字
と
金
胎
両
部
（
両
界
）
曼
荼
羅
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
両
部
統
合
の
動
き
は
、
密
教
系
以
外
の
曼
荼
羅
に
も
見
ら
れ
る
。

日
蓮
が
創
始
し
た
本
門
の
本
尊
は
十
界
曼
荼
羅
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
左
右
に
は
「
カ
ン
」H

a ṃ

と
「
ウ
ン
」H

ū ṃ

が
、

梵
字
で
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
不
動
・
愛
染
二
大
明
王
の
種
字
で
あ
る
。
日
蓮
は
若
き
日
に
、
比
叡
山
で
天
台
密
教
を
学

ん
だ
。
一
二
五
四
年
に
は
、
月
食
の
月
輪
上
に
不
動
明
王
、
日
食
の
日
輪
中
に
愛
染
明
王
を
感
得
し
、「
不
動
愛
染
感
見
記
」

（
妙マ

マ

本
寺
蔵
）
を
遺
し
て
い
る
。
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そ
し
て
佐
渡
に
配
流
さ
れ
た
一
二
七
一
年
に
、
は
じ
め
て
描
い
た
本
尊
（
佐
マ

マ

渡
始
顕
本
尊
）
で
は
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題

目
の
左
右
に
、
不
動
・
愛
染
を
示
す
「
カ
ン
」
と
「
ウ
ン
」
が
配
さ
れ
る
だ
け
で
、
他
の
尊
格
は
ま
っ
た
く
記
入
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
し
て
翌
九
年
の
本
尊
で
は
、
こ
れ
に
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
が
加
わ
り
、
や
が
て
地
涌
の
四
大
菩
薩
な
ど
を
配
す
る
、
本

尊
の
様
式
が
確
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
日
本
密
教
で
は
、
不
動
・
愛
染
の
二
大
明
王
は
、
そ
れ
ぞ
れ
胎
蔵
界
と
金
剛
界
を
代
表
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
二
尊
で
両
界
曼
荼
羅
を
象
徴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
日
蓮
は
、
こ
れ
ら
二
大
明
王
を
左
右
に
配
す
る
こ
と
で
、

彼
の
創
始
し
た
題
目
が
、
両
界
曼
荼
羅
の
二
元
論
を
超
え
る
絶
対
的
真
理
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ（

50
）る。

　

右
の
田
中
氏
の
説
に
、
私
は
賛
同
す
る
。

　

宗
祖
が
、
田
中
氏
の
い
う
よ
う
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
お
題
目
を
「
両
界
曼
荼
羅
の
二
元
論
を
超
え
る
絶
対
的
真
理
」
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
を
表
現
す
る
こ
と
を
つ
ね
づ
ね
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
宗
祖
が

図
顕
さ
れ
た
数
々
の
曼
荼
羅
本
尊
の
中
に
、
胎
蔵
曼
荼
羅
を
表
す
梵
字
「
ア
ー
ン
ク

（ā ṃ
ḥ

）」
と
金
剛
界
曼
荼
羅
を
表
す
梵
字

「
バ
ー
ン
ク

（vā ṃ
ḥ

）」
が
左
右
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
（
文
永
年
間
に
図
顕
さ
れ
た
平
賀
・
本
土
寺
蔵
の
曼
荼
羅
本（

51
）

尊
。
付
録
・

写
真
資
料
Ｆ
参
照
）
や
、「
南
無
胎
蔵
大
日
如
来
」「
南
無
金
剛
大
日
如
来
」
と
両
界
の
大
日
如
来
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
も
の
（
同
じ

く
文
永
年
間
に
図
顕
さ
れ
た
平
賀
・
本
土
寺
蔵
の
曼
荼
羅
本（

52
）

尊
。
付
録
・
写
真
資
料
Ｇ
参
照
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
宗
祖
は
不
動
・
愛
染
を
、
不
動
・
愛
染
そ
の
も
の
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
両
界
曼
荼
羅
や
そ
れ
ぞ
れ

の
大
日
如
来
を
象
徴
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
複
合
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
た
め
に
梵
字
で
表
さ
れ
た
の
だ
と
、

私
は
推
測
し
て
い
る
。
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第
二
章　

日
蓮
聖
人
の
花
押
に
つ
い
て

第
一
節　

日
蓮
聖
人
の
花
押
に
関
す
る
諸
説
に
つ
い
て

　

宗
祖
は
、
健
治
元
年
（
一
二
七
五
、
祖
寿
五
四
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
一
谷
入
道
御
書
』
に
お
い
て
、

又
日
蓮
が
弟
子
と
な
の
る
と
も
、
日
蓮
が
判
を
持
た
ざ
ら
ん
者
を
ば
御
用
ひ
あ
る
べ
か
ら（

53
）ず。

と
、
ご
自
身
の
花
押
（
判
）
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
花
押
が
、
ど
ん
な
文
字
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、

宗
祖
ご
自
身
は
何
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
宗
祖
の
花
押
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
、
日
蓮
門
下
の
諸
門
流
に
お
い
て

種
々
の
口
伝
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
近
現
代
の
研
究
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
口
伝
や
説
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
簡
潔
に
紹
介
し
、
か
つ
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
近
代
以
前
の
日
蓮
門
下
の
多
く
の
門
流
に
お
い
て
は
、
宗
祖
の
花
押
は
梵
字
「
ボ
ロ
ン 

Ｐ
（bhrū ṃ

）」
で
あ
る
と
口
伝

さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
日
朗
門（

54
）流や
身
延
門（

55
）流な
ど
が
こ
の
立
場
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
山
門（

56
）流な
ど
は
、
ボ
ロ
ン
で
は

な
く
「
ウ
ン 

Ｋ
（hū ṃ

）」
で
あ
る
と
口
伝
し
た
。
こ
の
よ
う
に
近
代
以
前
は
、
宗
祖
の
花
押
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ

ら
口
伝
に
よ
っ
て
云
々
さ
れ
て
い（

57
）た。

　

さ
て
、
宗
祖
の
真
蹟
を
写
真
集
な
ど
で
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
近
代
以
降
に
お
い
て
は
、
客
観
的
・
文
献
学
的
な
方
法
で
の

分
析
が
す
す
み
、
そ
の
流
れ
の
中
で
山
川
智
應
氏
が
、
宗
祖
の
花
押
は
（
現
存
の
真
蹟
に
お
い
て
は
）
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
四
月

以
前
は
「
バ
ン 

Ｌ
（va ṃ

）」（
付
録
・
写
真
資
料
Ｈ
参
照
）
で
あ
り
、
同
年
六
月
以
降
は
ボ
ロ
ン
（
付
録
・
写
真
資
料
Ｉ
参
照
）
で
あ
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る
と
い
う
説
を
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、「
日
蓮
聖
人
の
花
押
に
就
い
て
」
に
お
い
て
発
表
し（

58
）た。
同
論
文
の
中
で
山
川
氏
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
種
の
文
字
の
一
は
鑁
〔
バ
ン
〕
字
に
し
て
一
は
勃
嚕
唵
〔
ボ
ロ
ン
〕
字
な
り
（
引
用
者

中　

略
）
以
上
の
如
く
運
筆
の
最
も
明
瞭
な
る

も
の
に
依
れ
ば
、
こ
れ
は
決
し
て
同
一
字
で
な
い
こ
と
は
、
ま
た
疑
ふ
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
ら
ば
此
の
二
種
の
花
押
は
、

諸
の
本
尊
相
伝
の
い
ふ
が
ご
と
く
、
Ｋ
吽
〔
ウ
ン
〕
字
と
、
Ｐ
勃
嚕
唵
〔
ボ
ロ
ン
〕
字
で
あ
ら
う
か
と
い
う
と
、
Ｐ
〔
ボ
ロ
ン
〕

字
と
い
ふ
の
は
、（
引
用
者

中　

略
）
乙
花
押
〔
弘
安
元
年
六
月
以
降
の
花
押
〕
の
も
の
に
該
当
す
る
が
、
甲
花
押
〔
弘
安
元
年
四
月
以
前

の
花
押
〕
は
決
し
て
Ｋ
〔
ウ
ン
〕
字
と
認
め
得
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
。
御
運
筆
は
明
か
に
え
嚩
〔
バ　

va

〕
字
を
為
し
、
こ
れ

に
空
点
〔ṃ

「
ン
」
の
音
〕
を
打
つ
時
は
、
Ｌ
鑁
〔
バ
ン
〕
字
と
為
る
。
す
な
は
ち
甲
花
押
の
も
の
は
、
Ｌ
〔
バ
ン
〕
字
、
乙
花

押
の
も
の
は
Ｐ
〔
ボ
ロ
ン
〕
字
で
あ
る
こ
と
は
、
御
真
蹟
の
事
実
が
こ
れ
を
物
語
つ
て
ゐ
る
の
で
あ（

59
）る。

�

※
筆
者
注
、〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

　

山
川
氏
の
こ
の
説
は
非
常
に
説
得
力
が
あ
り
、
現
行
の
日
蓮
門
下
の
諸
門
流
に
お
い
て
、
学
術
的
に
は
ほ
と
ん
ど
定
説
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
が
、
異
論
も
あ
り
、
た
と
え
ば
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
花
押
は
バ
ン
で
は
な
く
漢
字
の
「
妙
」

で
あ
る
と
い
う
片
岡
随
喜
氏
の（

60
）説が
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
弘
安
元
年
四
月
以
前
も
同
年
六
月
以
降
も
す
べ
て
、
や
は

り
ボ
ロ
ン
だ
ろ
う
と
い
う
山
中
講
一
郎
氏
の（

61
）説な
ど
が
あ
る
。

　

私
自
身
は
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
花
押
は
バ
ン
、
同
年
六
月
以
降
は
ボ
ロ
ン
で
あ
る
と

す
る
山
川
説
に
賛
同
し
、
そ
し
て
他
説
に
疑
義
を
呈
す
る
。

　

①　

ま
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
口
伝
や
説
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
少
な
く
と
も
弘
安
元
年
六
月
以
降
の
花
押
は
ボ
ロ
ン
で
あ
る
と
認

め
て
い
る
点
で
あ
り
、
中
山
門
流
の
よ
う
に
花
押
は
す
べ
て
ウ
ン
で
あ
る
と
す
る
の
は
少
数
派
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
数
決
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的
な
考
え
方
と
な
る
が
、
弘
安
元
年
六
月
以
降
の
花
押
は
ボ
ロ
ン
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

②　

で
は
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
花
押
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
弘
安
元
年
四
月
以
前
と
同
年
六
月
以
降

と
で
は
明
ら
か
に
字
形
が
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
花
押
は
す
べ
て
ボ
ロ
ン
で
あ
る
と
い
う
日
朗
門
流
や
身
延
門
流
な
ど

の
口
伝
お
よ
び
山
中
説
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
片
岡
説
の
「
妙
」
に
つ
い
て
は
、
件
の
花
押
に
は
空
点
、

す
な
わ
ち
「
ン
」
の
音
を
表
す
、
梵
字
特
有
の
記
号
が
打
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漢
字
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ

る
。

　

③　

そ
し
て
、
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
花
押
の
字
形
は
、
本
稿
の
第
一
章
・
第
四
節
で
も
触
れ
た
、
宗
祖
が
文
永
年
間
に
図
顕
さ

れ
た
平
賀
・
本
土
寺
蔵
の
曼
荼
羅
本
尊
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
、
密
教
の
金
剛
界
曼
荼
羅
を
表
す
梵
字
「
バ
ー
ン
ク

（vā ṃ
ḥ

）」
の
、「
バ 

え
」
の
部
分
と
同
形
状
に
見
え
る
（
付
録
・
写
真
資
料
Ｊ
参
照
）。
ゆ
え
に
、
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
花
押

は
、「
バ
」
に
空
点
を
打
っ
た
形
、
す
な
わ
ち
バ
ン
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
づ
い
て
、
本
稿
で
は
、
宗
祖
の
花
押
は
山
川
説
の
ご
と
く
弘
安
元
年
四
月
以
前
は
バ
ン
、
同
年
六
月

以
降
は
ボ
ロ
ン
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
前
提
に
お
い
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

第
二
節　

バ
ン
に
つ
い
て

　

さ
て
、
で
は
、
な
ぜ
宗
祖
は
ご
自
身
の
花
押
に
、
バ
ン
（
Ｌ
）
と
ボ
ロ
ン
（
Ｐ
）
と
い
う
密
教
の
梵
字
を
用
い
ら
れ
た
の
か
、
そ

の
意
味
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

　

本
節
で
は
、
右
の
二
つ
の
梵
字
の
う
ち
の
前
者
、
バ
ン
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

バ
ン
は
、
一
般
的
に
は
、
大
日
如
来
（
金
剛
界
曼
荼
羅
の
大
日
如
来
）
の
種
字
と
さ
れ
て
い
る
梵
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
山
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川
智
應
氏
は
、

鑁
字
は
、
元
来
は
大
日
如
来
の
智
法
身
の
種
子
〔
種
字
〕
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
故
に
弘
法
大
師
の
「
秘
蔵
記
」
な
ど
に
も

阿
〔
ａ
〕
字
は
毘
盧
遮
那
ノ
理
法
身
〔
＝
胎
蔵
曼
荼
羅
の
大
日
如
来
〕
ノ
種
子
ニ
シ
テ
、
鑁
〔
Ｌ
〕
字
ハ
智
法
身
〔
＝
金
剛
界
曼
荼

羅
の
大
日
如
来
〕
ノ
種
子
ナ
リ
。

と
も
い
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
は
聖
人
〔
宗
祖
〕
は
大
日
如
来
の
智
法
身
の
種
子
と
し
て
、
こ
の
字
を
用
ひ
た
ま
へ
る
も
の
か
と

考
え
る
と
、
ど
う
も
そ
れ
は
受
け
取
れ
な
い
。
聖
人
よ
り
見
れ
ば
、
大
日
如
来
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
所
変
で
あ
つ
て
、
二
乗
作
仏

す
ら
も
明
さ
な
い
仏
、
ま
し
て
久
遠
実
成
は
思
ひ
も
及
ば
ぬ
方
便
の
仏
身
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
智
法
身
を
そ
の
ま
ゝ
用

ひ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
受
取
り
に
く
い
の
で
あ（

62
）る。

�

※
筆
者
注
、〔　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
足

と
、
宗
祖
の
花
押
の
バ
ン
は
大
日
如
来
を
表
す
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
私
も
、
こ
の
山
川
氏
の
主
張
に
同
感
で
あ
り
、

件
の
花
押
の
バ
ン
を
大
日
如
来
の
そ
れ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
件
の
花
押
の
バ
ン
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
山
川
氏
は
、

　

①　

不
動
明
王
の
種
字
と
し
て
の
バ（

63
）ン

　

②　
「
法
華
秘
決
」
の
法
花
法
の
本
尊
種
字
と
し
て
の
バ（

64
）ン

　

③　

一
切
仏
頂
真
言
の
種
字
と
し
て
の
バ（

65
）ン

と
い
う
三
つ
の
説
を
挙
げ
、
更
に
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
、
バ
ン
を
「
水
大
法
界
化
の
象
徴
に
し
て
仏
の
如
実
智
を
表
す
」
と
結
論
し

て
い（

66
）る。

　

私
は
、
右
の
①
～
③
の
説
に
つ
い
て
は
、
率
直
に
い
っ
て
、
い
ず
れ
も
牽
強
付
会
の
感
を
否
め
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
水
大
の
象
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徴
と
し
て
の
バ
ン
に
着
目
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
賛
成
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。

　

な
お
、
近
年
、
大
黒
喜
道
氏
が
、
宗
祖
が
建
長
三
年
（
一
二
五
一
、
祖
寿
三
〇
）
に
書
写
さ
れ
た
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』（
覚
鑁

撰
）
の
表
紙
に
あ
る
、「
主
Ｋ
Ｌ
（
ウ
ン
バ
ン
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
山
中
喜
八
氏
が
「
ウ
ン
バ
ン
と
は
宗
祖
の
“
密
号
（
密
教

的
な
法
号
）”
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
て
い（

67
）るこ
と
を
承
け
て
、
宗
祖
は
そ
の
密
号
ウ
ン
バ
ン
の
う
ち
の
一
字
で
あ
る
バ
ン
を
、

ご
自
身
の
花
押
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
を
発
表
し
て
い（

68
）る。

　

右
の
大
黒
氏
の
説
は
、
と
て
も
興
味
深
く
、
ま
た
説
得
力
が
あ
る
と
も
思
う
の
だ
が
、
私
は
次
の
よ
う
な
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、

こ
の
説
に
疑
義
を
呈
す
る
。

　

①　

ウ
ン
バ
ン
が
宗
祖
の
密
号
で
あ
る
と
し
た
ら
、
た
と
え
ば
『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
の
よ
う
な
密
教
色
の
濃
い
御
遺
文
の
ど

こ
か
に
も
記
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
思
う
が
、『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
表
紙
以
外
に
は
、
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ
な
い
。

　

②　

日
本
に
伝
わ
っ
た
密
教
に
お
い
て
は
、
密
号
と
は
、
灌
頂
儀
礼
に
お
い
て
行
者
が
目
隠
し
を
し
た
う
え
で
敷
曼
荼
羅
に
花
を

投
じ
る
「
投
華
得
仏
」
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
念
持
仏
の
密（

69
）号を
、
そ
の
ま
ま
行
者
自
身
の
密
号
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
の
密
号
は
、
だ
い
た
い
「
○
○
（
漢
字
二
字
）
＋
金
剛
」
と
い
う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
弘
法

大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
は
、
投
華
得
仏
に
よ
っ
て
大
日
如
来
を
念
持
仏
と
し
、
そ
の
大
日
如
来
の
密
号
「
遍
照
金
剛
」

を
、
そ
の
ま
ま
自
身
の
密
号
と
し
た
。
同
様
に
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
六
～
八
二
二
）
も
、
投
華
得
仏
に
よ
っ
て
宝
幢
如
来
が

念
持
仏
で
あ
る
と
決
ま
る
と
、
そ
の
宝
幢
如
来
の
密
号
「
福
聚
金
剛
」
が
、
そ
の
ま
ま
伝
教
大
師
の
密
号
と
し
て
用
い
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
密
号
の
あ
り
方
に
照
ら
し
て
ウ
ン
バ
ン
と
い
う
語
を
見
て
み
る
と
、
は
た
し
て
密
号
な
の

だ
ろ
う
か
。
密
号
以
外
の
何
か
で
あ
る
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
の
で
あ

る
。
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以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
私
は
、
大
黒
説
に
つ
い
て
は
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
で
は
、
私
自
身
は
宗
祖
の
花
押
の
バ
ン
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
と
、
私
は
、
件
の
花
押
の
バ
ン
は
、
地
・
水
・

火
・
風
・
空
の
五
大
の
う
ち
の
、
水
大
の
象
徴
と
し
て
の
バ
ン
で
あ
る
と
思
う
。

　

宗
祖
が
若
き
日
に
学
ば
れ
書
写
さ
れ
た
前
出
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
は
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
の
そ
れ
ぞ
れ
を

象
徴
す
る
梵
字
か
ら
成
る
、「
ａ
（
ア a 

地
）・
え
（
バ va 

水
）・
う
（
ラ ra 

火
）・
Ｅ
（
カ ha 

風
）・
あ
（
キ
ャ kha 

空
）」
や
「
ａ

（
ア a 

地
）・
Ｌ
（
バ
ン va ṃ

 

水
）・
す
（
ラ
ン ra ṃ

 

火
）・
し
（
カ
ン ha ṃ

 

風
）・
さ
（
ケ
ン kha ṃ

 

空
）」
な
ど
の
真
言
に
つ
い
て
、

詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
五
大
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
か
た
ち
」
も
示
さ
れ
て
い（

70
）る。
す
な
わ
ち
、

地
大
（
ア
）
＝
四
角
形

水
大
（
バ
ま
た
は
バ
ン
）
＝
円
形

火
大
（
ラ
ま
た
は
ラ
ン
）
＝
三
角
形

風
大
（
カ
ま
た
は
カ
ン
）
＝
半
円
形

空
大
（
キ
ャ
ま
た
は
ケ
ン
）
＝
宝
珠
形

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
縦
に
重
ね
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
た
も
の
が
「
五
輪
塔
」
で
あ
る
（
付
録
・
写
真
資
料
Ｋ
参
照
）。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
水
大
の
か
た
ち
が
円
形
（
立
体
で
表
す
と
球
形
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
祖
の
花
押
の
バ
ン
は
、

単
に
バ
ン
だ
け
が
書
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
バ
ン
か
ら
伸
び
た
線
が
円
形
と
な
っ
て
バ
ン
を
囲
む
と
い
う
図
様
で
表
さ
れ
て
い
る

（
付
録
・
写
真
資
料
Ｈ
参
照
）。
こ
の
円
形
が
、
件
の
花
押
の
バ
ン
が
水
大
の
象
徴
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
い

え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、
宗
祖
は
な
ぜ
、
そ
の
円
形
で
表
さ
れ
る
水
大
の
象
徴
と
し
て
の
バ
ン
を
ご
自
身
の
花
押
に
用
い
ら
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
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私
が
思
う
に
、
宗
祖
は
、
円
形
で
表
さ
れ
る
水
大
の
象
徴
と
し
て
の
バ
ン
に
、
法
華
の
「
円
教
」
で
あ
る
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね

合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
宗
祖
が
文
永
一
〇
年
（
一
二
七
三
、
祖
寿
五
二
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
、

在
世
の
本
門
と
末
法
の
初
は
一
同
に
純
円
な（

71
）り。

と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
こ
の
「
純
円
（
純
粋
な
円
教
）」
と
い
う
語
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、
円
形
で
表
さ
れ
る
水
大
の
象
徴
と

し
て
の
バ
ン
に
込
め
ら
れ
、
宗
祖
の
花
押
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
述
の
と
お
り
山
川
説
も
、
水
大
の
象
徴
と
し
て
の
バ
ン
に
着
目
し
て
い
る
。
た
だ
し
山
川
説
は
、
健
治
二
年
（
一

二
七
六
、
祖
寿
五
五
）
に
著
わ
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
成
仏
用
心
抄
』（『
曽
谷
殿
御
返
事
』）
の
、

上
行
菩
薩
、
釈
迦
如
来
よ
り
妙
法
の
智
水
を
受
け
て
、
末
代
悪
世
の
枯
槁
の
衆
生
に
流
れ
か
よ
は
し
給（

72
）ふ。

と
い
う
一
節
の
中
の
「
智
水
」
と
い
う
語
に
も
と
づ
い
て
水
大
云
々
を
論
じ
て
お
り
、
拙
説
の
よ
う
に
水
大
の
円
形
で
あ
る
こ
と
や

法
華
円
教
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

第
三
節　

ボ
ロ
ン
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、
宗
祖
の
花
押
は
な
ぜ
弘
安
元
年
六
月
以
降
は
バ
ン
（
Ｌ
）
か
ら
ボ
ロ
ン
（
Ｐ
）
へ
と
変
化
し
た
か
、
そ
こ
に
込
め
ら

れ
た
意
味
は
何
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
ボ
ロ
ン
と
は
「
一
字
金
輪
仏
頂
」
の
種
字
で
あ
り
、
そ
し
て
一
字
金
輪
仏
頂
と
は
ど
の
よ
う
な
仏
か
と
い
う
と
、

釈
尊
が
転
輪
王
三
摩
地
門
に
入
り
、
仏
の
智
慧
慈
悲
が
彼
の
四
天
下
を
統
一
す
る
輪
王
の
威
勢
の
如
く
に
、
世
間
出
世
間
に
最

勝
の
功
徳
を
発
揮
す
る
こ
と
を
標
示
せ
ら
れ
た
る
形
で
、
い
は
ゞ
仏
の
頂
上
の
功
徳
を
人
格
化
せ
ら
れ
た
る
尊
形
で
あ（

73
）る。
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と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
も
っ
て
山
川
智
應
氏
は
、
宗
祖
の
花
押
が
バ
ン
か
ら
ボ
ロ
ン
へ
と
変
化
し
た
の
は
、
宗
祖
が
一
字
金
輪
仏
頂
の
よ
う
に
四

天
下
を
照
被
統
一
し
、「
日
本
国
を
開
顕
し
て
、
本
門
戒
壇
国
た
ら
し
む
る
」
と
い
う
本
願
の
た
め
で
あ
る
、
と
し
て
い（

74
）る。

　

ま
た
、
大
黒
喜
道
氏
は
、
宗
祖
の
『
注
法
華
経
』
の
結
経
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
、

法
花
義
付
引
云
。
十
方
諸
仏
刹
中
。
唯
有
一
乗
法
。
如
来
之
頂
法
。
等
持
諸
仏
躰
。
是
故
名
智
拳
。
文

と
い
う
文
言
に
注
目
し
、
そ
の
第
二
句
（
十
方
諸
仏
刹
中
）
以
下
が
『
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
処
念
誦
成
仏
儀
軌
』（
通

称
『
時
処
軌
』）
の
経
文
、
す
な
わ
ち
一
字
金
輪
仏
頂
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
そ
の
う
え
で
宗
祖
は
、
一
字
金
輪

仏
頂
の
種
字
で
あ
る
ボ
ロ
ン
に
「
諸
仏
如
来
を
内
包
し
、
そ
れ
に
優
先
す
る
一
乗
法
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
は
、
同
時
期
に
お
け
る
宗
祖
の
本
尊
観
の
変
化
、
す
な
わ
ち
釈
尊
本
尊
よ
り
曼
荼
羅
本
尊
を
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り
、
更
に
そ
の
曼
荼
羅
本
尊
の
主
体
（
中
尊
）
は
「
法
華
経
の
行
者
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
日
蓮
」
で

あ
り
、
そ
の
曼
荼
羅
本
尊
を
滅
後
末
法
の
本
尊
と
し
て
選
定
せ
ん
と
い
う
宗
祖
の
明
確
な
意
志
が
、
花
押
の
ボ
ロ
ン
に
込
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
い（

75
）う。

　

右
の
山
川
説
と
大
黒
説
は
、
い
ず
れ
も
興
味
深
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
賛
同
し
が
た
い
部
分
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

た
と
え
ば
山
川
説
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
宗
祖
は
一
字
金
輪
仏
頂
そ
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
た
の
だ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、

『
法
華
経
』
に
登
場
し
な
い
密
教
の
尊
格
で
あ
る
一
字
金
輪
仏
頂
そ
の
も
の
に
、
宗
祖
が
な
ろ
う
と
し
た
な
ど
と
、
い
い
き
っ
て
し

ま
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
大
黒
説
は
、
宗
祖
の
『
注
法
華
経
』
に
記
さ
れ
た
『
時
処
軌
』
の
経
文
に
も
と
づ
い
た
考
察
に
は
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
考
察
が
、
曼
荼
羅
本
尊
の
中
尊
は
「
法
華
経
の
行
者
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
日
蓮
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
点
に
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つ
い
て
は
、
首
を
ひ
ね
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
は
た
し
て
宗
祖
は
、
ご
自
身
の
こ
と
を
、
曼
荼
羅
本
尊
の
中
尊
で
あ
る
な
ど
と
、

考
え
て
お
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
で
は
、
私
自
身
は
宗
祖
の
花
押
が
バ
ン
か
ら
ボ
ロ
ン
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
と
、
私
は
大

黒
説
の
『
時
処
軌
』
の
経
文
に
着
目
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
賛
同
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
こ
か
ら
先
が
、
大
黒
氏
は
宗
祖
の

本
尊
観
の
変
化
と
い
う
こ
と
と
リ
ン
ク
さ
せ
、「
法
華
経
の
行
者
＝
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
日
蓮
」
が
曼
荼
羅
本
尊
の
中
尊
で
あ
る
と

い
う
結
論
へ
と
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
一
字
金
輪
仏
頂
と
い
う
尊
格
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
る

と
い
う
方
向
へ
進
む
べ
き
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
字
金
輪
仏
頂
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
と
、
一
字
金
輪
仏
頂
は
胎
蔵
曼
荼
羅
の
釈
迦
院

に
描
か
れ
る
「
最
勝
仏
頂
」
と
い
う
尊
格
と
同
体
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
そ
の
最
勝
仏
頂
が
、「
上
行
金
剛
」
と
い

う
密
号
を
も
つ
尊
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ（

76
）る。

　

私
は
こ
の
一
字
金
輪
仏
頂
＝
最
勝
仏
頂
が
、「
上
行
菩
薩
」
と
字
面
が
よ
く
似
て
い
る
上
行
金
剛
と
い
う
密
号
を
も
つ
尊
格
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
、
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
山
川
氏
も
大
黒
氏
も
、
お
の
お
の
の
論
文
に
お
い
て
、
最
勝
仏
頂
の
密
号
が
上
行
金
剛
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
触
れ
て
は

い
る
が
、
参
考
と
し
て
触
れ
て
い
る
だ
け
で
、
宗
祖
に
と
っ
て
の
上
行
菩
薩
と
い
う
存
在
と
の
関
係
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
論
じ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
む
し
ろ
こ
の
点
を
こ
そ
、
も
っ
と
掘
り
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
宗
祖
は
、
佐
渡
・
佐
後
に
お
け
る
「
上
行
菩
薩
と
し
て
の
目
覚
め
（
上
行
自
覚
）」
に
よ
っ
て
、
そ
の
上
行
菩
薩
と
字

面
が
よ
く
似
て
い
る
上
行
金
剛
と
い
う
密
号
を
も
つ
最
勝
仏
頂
＝
一
字
金
輪
仏
頂
の
、
そ
の
種
字
ボ
ロ
ン
を
、
ご
自
身
の
花
押
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　

宗
祖
が
目
指
し
た
の
は
、
お
題
目
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
こ
の
末
法
の
時
代
に
弘
通
す
る
「
上
行
菩
薩
」、
そ
れ
以
外
の
何
も
の



― 124 ―

で
も
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
宗
祖
は
、
そ
の
上
行
菩
薩
と
し
て
の
目
覚
め
、「
上
行
自
覚
」
の
思
い
を
、
上
行
菩
薩
と
字
面
が
よ
く
似
て
い
る
上
行
金

剛
（
＝
最
勝
仏
頂
＝
一
字
金
輪
仏
頂
）
の
種
字
ボ
ロ
ン
に
込
め
ら
れ
、
ご
自
身
の
花
押
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
本
節
の
最
後
に
、
宗
祖
の
花
押
の
ボ
ロ
ン
お
よ
び
一
字
金
輪
仏
頂
と
、
台
密
の
「
蘇
悉
地
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

三
崎
良
周
氏
は
、
宗
祖
の
花
押
の
ボ
ロ
ン
と
台
密
の
「
蘇
悉
地
」
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

日
蓮
は
自
分
の
文
書
に
花
押
を
書
い
て
い
ま
す
が
、（
引
用
者

中　

略
）「
Ｐ
」（bhrū ṃ

）
を
花
押
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
な
事

で
す
。（
引
用
者

中　

略
）

つ
ま
り
「
Ｐ
」
と
い
う
の
は
一
字
金
輪
仏
頂
と
い
う
仏
の
種
子
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
に
つ
い
て
は
少
し
く
説
明
を
必
要

と
し
ま
す
の
で
、
以
下
に
申
し
上
げ
ま
す
。（
引
用
者

中　

略
）
さ
て
問
題
は
三
部
を
構
成
す
る
蘇
悉
地
の
主
旨
と
内
容
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
す
が
、
先
ず
中
心
の
経
典
は
善
無
畏
訳
の
蘇
悉
地
経
で
し
て
、
そ
こ
に
附
随
す

る
経
典
と
し
て
、
阿
地
瞿
多
訳
の
陀
羅
尼
集
経
や
菩
提
流
志
訳
の
一
字
仏
頂
輪
王
経
等
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
経
典

に
お
け
る
中
心
の
仏
は
釈
尊
の
頭
頂
を
象
徴
し
た
仏
頂
如
来
で
あ
り
ま
し
て
、
別
に
は
一
字
仏
頂
輪
王
、
ま
た
一
字
金
輪
仏
頂

と
い
う
称
号
の
仏
で
す
。
そ
し
て
蘇
悉
地
（susiddhi
）
と
は
妙
成
就
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
し
て
、（
引
用
者

中　

略
）
随
っ
て
Ｐ
は

蘇
悉
地
を
象
徴
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
種
子
を
花
押
に
用
い
た
日
蓮
上
人
の
台
密
に
つ
い
て
の
造
詣
は
大
変
な
も
の
で

あ
り
ま
す
し
、
そ
の
信
仰
の
ほ
ど
も
推
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま（

77
）す。

　

私
は
、
宗
祖
の
花
押
の
ボ
ロ
ン
は
、
前
述
の
と
お
り
宗
祖
の
「
上
行
自
覚
」
と
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、

右
の
三
崎
氏
の
こ
と
ば
に
あ
る
よ
う
に
、「
蘇
悉
地
」
と
も
関
係
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
蘇
悉
地
」
はsusiddhi
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（su
＝
す
ぐ
れ
た
、siddhi

＝
成
就
）
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
音
写
で
あ
る
が
、
意
訳
す
る
と
「
妙
成
就
（
妙
な
る
成
就
）」
で
、

宗
祖
は
こ
の
「“
妙
”
を
成
就
す
る
」
と
も
読
め
る
「
妙
成
就
」
と
い
う
語
に
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
全
く
の
私

見
で
は
あ
る
が
、
思
う
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
宗
祖
が
文
永
三
年
（
一
二
六
六
、
祖
寿
四
五
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
法
華
題
目
抄
』
に
は
、

六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
一
一
の
字
の
下
に
一
の
妙
あ
り
。
総
じ
て
六
万
九
千
三
百
八
十
四
の
妙
あ
り
。
妙
と
は
天
竺
に
は
薩

と
云
ひ
、
漢
土
に
は
妙
と
云
ふ
。
妙
と
は
具
の
義
な
り
。
具
と
は
円
の
義
な
り
。
法
華
経
の
一
一
の
文
字
、
一
字
一
字
に
余
の

六
万
九
千
三
百
八
十
四
字
を
納
め
た
り
。
譬
ば
大
海
の
一
渧
の
水
に
一
切
の
河
の
水
を
納
め
、
一
の
如
意
宝
珠
の
芥
子
計
り
な

る
が
一
切
の
如
意
宝
珠
の
財
を
雨
ら
す
が
如（

78
）し。

と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
「“
妙
”
の
一
字
」
へ
の
思
い
が
、
宗
祖
の
花
押
の
ボ
ロ
ン
（
妙
成
就
＝
蘇
悉
地
を
象
徴
す
る
梵
字
）
に
は

込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
節
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
私
は
、
宗
祖
の
花
押
の
ボ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、

　

①　

一
字
金
輪
仏
頂
＝
最
勝
仏
頂
の
密
号
・
上
行
金
剛
に
ち
な
ん
で
、
宗
祖
の
「
上
行
菩
薩
と
し
て
の
目
覚
め
（
上
行
自
覚
）」

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

②　

妙
成
就
＝
蘇
悉
地
に
ち
な
ん
で
、
宗
祖
の
「“
妙
”
の
一
字
」
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
余
談
な
が
ら
、『
法
華
題
目
抄
』
の
、

妙
と
は
蘇
生
の
義
な
り
。
蘇
生
と
申
す
は
よ
み
が
へ
る
義
な（

79
）り。

と
い
う
有
名
な
一
節
は
、「“
妙
”
成
就
」
と
「“
蘇
”
悉
地
」
か
ら
着
想
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
は
、「
日
蓮
聖
人
と
密
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
特
に
曼
荼
羅
本
尊
中
の
不
動
・
愛
染
お
よ
び
花
押
の
梵
字
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
に
考
察
を
加
え
な
が
ら
見
て
き
た
。

　

し
か
し
、
曼
荼
羅
本
尊
中
の
不
動
・
愛
染
に
し
て
も
花
押
の
梵
字
に
し
て
も
、
宗
祖
ご
自
身
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
直
接
的
に
説
明

さ
れ
て
い
る
御
遺
文
が
存
在
し
な
い
た
め
、
ど
ん
な
に
考
察
し
て
も
確
実
な
「
正
解
」
は
わ
か
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
推
測
の
域
を

出
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
、
歯
が
ゆ
さ
を
覚
え
な
が
ら
の
執
筆
で
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
執
筆
し
な
が
ら
、
改
め
て
実
感
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
宗
教
学
に
お
け
る
「
能
所
勝
劣
（
ま
た
は

「
絶
待
の
上
の
相
待（

80
）

妙
」）」
と
い
う
視
点
の
正
当
性
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
本
稿
の
第
一
章
・
第
四
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宗
祖
が
曼
荼
羅
本
尊
中
に
、
不
動
・
愛
染
や
、
あ
る
い
は
不
動
・
愛
染

に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
両
界
曼
荼
羅
や
大
日
如
来
を
勧
請
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
こ
の
能
所
勝
劣
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
お
題
目
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
が
す
べ
て
の
本
地
で
「
能
摂
」
で
あ
り
、
そ
し
て
不
動
・
愛
染
や
両
界
曼
荼
羅

や
大
日
如
来
は
、
本
地
で
あ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
摂
収
さ
れ
る
「
所
摂
」
で
あ
り
、
そ
の
能
摂
と
所
摂
と
は
、
絶
待
妙
の
次
元
に

お
い
て
は
平
等
で
あ
る
が
、
相
待
妙
の
次
元
に
お
い
て
は
厳
然
た
る
勝
劣
が
あ
る
の
で
あ
る
（
絶
待
の
上
の
相
待
妙
）。

　

こ
の
能
所
勝
劣
の
あ
り
よ
う
は
、
宗
祖
の
御
遺
文
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
『
報
恩
抄
』
の
、

月
氏
に
は
教
主
釈
尊
、
宝
塔
品
に
し
て
、
一
切
の
仏
を
あ
つ
め
さ
せ
給
ひ
て
大
地
の
上
に
居
せ
し
め
、
大
日
如
来
計
り
宝
塔
の

中
の
南
の
下
座
に
す
（
居
）
へ
奉
り
て
、
教
主
釈
尊
は
北
の
上
座
に
つ
か
せ
給
ふ
。
此
の
大
日
如
来
は
大
日
経
の
胎
蔵
界
の
大

日
・
金
剛
頂
経
の
金
剛
界
の
大
日
の
主
君
な
り
。
両
部
の
大
日
如
来
を
郎
従
等
と
定
め
た
る
多
宝
仏
の
上
座
に
教
主
釈
尊
居
せ

さ
せ
給
ふ
。
此
れ
即
法
華
経
の
行
者
な（

81
）り。
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と
い
う
文
言
な
ど
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い（

82
）る。

　

要
す
る
に
、「
日
蓮
聖
人
と
密
教
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
稿
の
全
体
的
な
結
論
は
、
こ
の
能
所
勝
劣
（
絶
待
の
上
の
相
待
妙
）
と
い

う
視
点
の
正
当
性
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と
、
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
地
本
門
総
名
妙
法
蓮
華
経
の
立
場
に
お
い
て
は
、
密
教
を
含
む
爾
前
の
あ
ら
ゆ
る
教
え
は
、「
絶
待
」
の
次
元
に

お
い
て
は
法
華
と
平
等
で
あ
り
、
し
か
も
「
相
待
」
の
次
元
に
お
い
て
は
批
判
（
折
伏
）
の
対
象
と
も
な
る
。
そ
の
、
絶
待
と
相
待

の
両
方
に
ま
た
が
る
法
華
の
立
場
か
ら
の
能
所
勝
劣
に
よ
っ
て
こ
そ
、
爾
前
の
教
え
は
活
き
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
法
華
の
立
場
に
お
い
て
は
、
爾
前
の
教
え
を
、
正
当
に
批
判
で
き
、
ま
た
自
由
自
在
に
活
か
す
こ
と
も
で
き
る
の
で

あ（
83
）る。

　

そ
れ
こ
そ
が
、
宗
祖
の
宗
教
の
核
心
で
あ
る
と
、
私
は
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
、
本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
述
べ

た
「
宗
祖
は
密
教
を
批
判
さ
れ
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
宗
祖
の
宗
教
の
随
所
に
密
教
の
要
素
が
見
出
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
疑
問
へ

の
、
答
え
で
あ
る
と
も
思
う
。

　

曼
荼
羅
本
尊
中
の
不
動
・
愛
染
に
し
て
も
花
押
の
梵
字
に
し
て
も
、
爾
前
そ
の
ま
ま
の
不
動
・
愛
染
と
梵
字
で
は
な
く
、
法
華
の

立
場
に
お
い
て
活
か
さ
れ
て
い
る
不
動
・
愛
染
と
梵
字
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、「
日
蓮
聖
人
と
密
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
追
求
を
し
つ
づ
け
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
能
所
勝
劣
、
絶
待
の
上

の
相
待
妙
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
思
索
を
深
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
、
当
宗
教
学
の
弘
通
の
た
め
に
、
役
立
て
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
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注
（
1
）
つ
ぶ
さ
に
は
「
種
子
字
」
と
い
い
、
通
常
は
「
種
子
」
ま
た
は
「
種
字
」
と
い
う
。
川
勝
政
太
郎
『
梵
字
講
話
』（
河
原
書
店
、
一
九

八
〇
年
）
九
～
一
一
頁
な
ど
参
照
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
種
字
と
い
う
表
記
を
採
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
2
）『
身
延
山
久
遠
寺
蔵
版　

本
尊
論
資
料
（
新
訂
版
）』〔
以
下
、『
本
尊
論
資
料
』〕（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
二
四
七
頁
な
ど
参
照
。

（
3
）
山
川
智
應
『
山
川
智
應
全
集
』
第
四
巻
（
師
子
王
學
會
出
版
部
、
二
〇
〇
七
年
）
二
三
五
～
二
四
一
頁
な
ど
参
照
。
な
お
近
年
で
は
、

花
押
は
梵
字
で
は
な
く
「
蓮
」
の
楷
書
体
・
草
書
体
で
あ
る
と
い
う
異
説
も
提
唱
さ
れ
た
（
西
山
明
仁
「
日
蓮
花
押
の
母
字
の
考

察
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
三
三
号
、
二
〇
二
二
年
八
月
、
一
二
四
～
一
六
三
頁
。
村
上
東
俊
「
日
蓮
聖
人
の
前
期
花
押
の
特
徴
と
母

字
に
関
す
る
考
察
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
三
三
号
、
二
〇
二
二
年
八
月
、
一
六
四
～
二
二
七
頁
）。
こ
れ
に
対
し
、
梵
字
否
定
説
に

は
賛
同
し
つ
つ
も
、
花
押
は
「
蓮
」
で
は
な
く
「
妙
」
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
出
さ
れ
た
（
川
﨑
弘
志
「
日
蓮
花
押
母
字
「
妙
」
字

説
の
検
証
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
五
四
～
一
二
九
頁
）。
そ
し
て
そ
の
後
、
反
論
も
発
表
さ
れ
て

い
る
（
西
山
明
仁
「
続 

日
蓮
花
押
の
母
字
の
考
察
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
三
六
号
、
二
〇
二
三
年
八
月
、
一
～
七
〇
頁
）。

（
4
）『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』〔
以
下
、『
定
遺
』〕（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
五
九
年
）
一
四
～
一
五
頁
。
な
お
、
本
書
に
は
真
蹟
は

無
い
が
、
古
来
「
録
内
」
の
御
遺
文
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
内
容
的
に
偽
書
で
は
な
く
宗
祖
の
若
き
日
に
お
け
る
著
述
と
考
え

て
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
5
）『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』〔
以
下
、『
真
蹟
集
成
』〕
第
五
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
七
六
～
七
年
）
二
六
九
頁
。

（
6
）『
五
輪
九
字
秘
釈
』
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
。『
真
蹟
集
成
』
第
六
巻
、
三
頁
。

（
7
）『
定
遺
』
九
七
頁
。

（
8
）
同
、
一
二
六
頁
。

（
9
）
同
、
一
九
七
頁
。「
大
日
経
を
法
華
経
に
対
す
れ
ば
、
大
日
経
は
不
了
義
経
、
法
華
経
は
了
義
経
な
り
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
書
に
は

真
蹟
は
無
い
が
、
祐
師
目
録
に
あ
る
な
ど
、
本
書
の
確
実
性
は
真
蹟
の
次
に
位
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
平
島
盛
龍
「
日
蓮
聖
人
の
真
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言
批
判
に
つ
い
て
―
末
法
下
種
思
想
形
成
の
一
側
面
―
」『
桂
林
学
叢
』
第
一
九
号
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
、
二
九
三
頁
な
ど
参
照
。

（
10
）『
定
遺
』
二
二
八
二
頁
。
な
お
、『
一
代
五
時
図
』
ま
た
は
『
一
代
五
時
鶏
図
』
と
よ
ば
れ
る
御
遺
文
は
七
種
存
在
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ

れ
の
執
筆
年
代
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
森
清
顕
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
『
一
代
五
時
図
』
の
執
筆
年
代

に
つ
い
て
」『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
二
三
～
二
四
頁
な
ど
参
照
。

（
11
）
前
掲
「
日
蓮
聖
人
の
真
言
批
判
に
つ
い
て
―
末
法
下
種
思
想
形
成
の
一
側
面
―
」
二
七
八
頁
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
「
下
方
修

正
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）『
定
遺
』
五
四
一
頁
。

（
13
）
同
、
一
二
一
七
頁
。

（
14
）
前
掲
「
日
蓮
聖
人
の
真
言
批
判
に
つ
い
て
―
末
法
下
種
思
想
形
成
の
一
側
面
―
」
二
七
三
頁
。

（
15
）『
定
遺
』
一
六
頁
。

（
16
）
こ
の
愛
染
明
王
と
不
動
明
王
の
図
絵
を
描
い
た
の
が
宗
祖
ご
自
身
な
の
か
、
そ
れ
と
も
他
者
（
絵
仏
師
な
ど
）
な
の
か
は
議
論
が
分

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
高
木
豊
『
増
補
改
訂　

日
蓮
―
そ
の
行
動
と
思
想
―
』（
太
田
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
二
三
一
頁

で
は
、
前
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。

（
17
）
こ
れ
ら
の
図
絵
に
お
け
る
烏
、
官
吏
服
の
男
性
、
兎
な
ど
の
象
徴
的
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
高
森
大
乗
「
日
蓮
遺
文
『
不
動
・
愛

染
感
見
記
』
小
考
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
五
〇
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
九
九
～
一
〇
二
頁
に
お
い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
こ
の
「
新
仏
」
が
誰
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
花
野
充
道
「『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
の
真
偽
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

『
法
華
仏
教
研
究
』
第
二
三
号
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
、
四
〇
～
四
六
頁
の
「
七
、
新
仏
に
つ
い
て
」
の
項
参
照
。

（
19
）
前
掲
「『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
の
真
偽
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
三
六
～
四
〇
頁
の
「
六
、
大
日
如
来
に
つ
い
て
」
の
項
参
照
。

（
20
）
前
掲
『
梵
字
講
話
』
一
〇
九
頁
な
ど
参
照
。

（
21
）
原
本
で
は
「
ナ
マ
ク 

サ
マ
ム
タ 

ホ
タ
ナ
ム 

カ
ム
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（『
定
遺
』
一
六
頁
）。
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（
22
）『
本
尊
論
資
料
』
二
四
七
頁
。

（
23
）
同
、
二
五
〇
頁
。

（
24
）
大
島
仲
太
郎
「
本
尊
梵
字
考
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二
四
三
～
二
四
四
頁
。

（
25
）
た
だ
し
曼
荼
羅
本
尊
中
の
二
つ
の
梵
字
に
は
「
荘
厳
点
（
皿
の
よ
う
な
形
の
点
）」
が
あ
り
、『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
や
『
秘
書
要

文
』
の
カ
ン
・
ウ
ン
に
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
荘
厳
点
は
そ
の
名
の
と
お
り
単
な
る
装
飾
で
あ
り
、
あ
っ
て
も
な

く
て
も
よ
い
も
の
な
の
で
、
両
者
の
基
本
的
な
字
形
は
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
荘
厳
点
に
つ
い
て
は
前
掲
『
梵
字
講
話
』
二
一
～

二
二
頁
な
ど
参
照
。

（
26
）『
真
蹟
集
成
』
第
六
巻
、
八
三
頁
。

（
27
）
同
、
八
六
頁
。

（
28
）『
秘
書
要
文
』
に
不
動
・
愛
染
の
種
字
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
﨑
弘
志
「『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』
考
」『
法

華
仏
教
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
、
一
一
三
～
一
一
四
頁
な
ど
参
照
。

（
29
）
前
掲
『
梵
字
講
話
』
八
八
頁
な
ど
参
照
。

（
30
）
宗
祖
が
図
顕
さ
れ
た
曼
荼
羅
本
尊
の
多
く
は
、
向
か
っ
て
右
が
カ
ン
、
左
が
ウ
ン
と
い
う
配
置
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に

記
し
た
が
、
逆
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟　

御
本
尊
集
』〔
以
下
、『
御
本
尊
集
』〕（
立
正
安

国
会
、
一
九
五
二
年
）
所
収
の
「
第
二 

京
都
・
妙
蓮
寺
蔵
」、「
第
六
〇 

桑
名
・
寿
量
寺
蔵
」
な
ど
は
、
向
か
っ
て
右
が
ウ
ン
、
左

が
カ
ン
と
い
う
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
書
所
収
の
「
第
一
〇
七 

京
都
・
本
満
寺
蔵
」
は
、
左
右
と
も
に
ウ
ン
と
い
う
非

常
に
珍
し
い
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

（
31
）
前
掲
『
梵
字
講
話
』
九
五
頁
な
ど
参
照
。

（
32
）
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
に
つ
い
て
、
前
者
を
胎
蔵
曼
荼
羅
を
象
徴
す
る
明
王
、
後
者
を
金
剛
界
曼
荼
羅
を
象
徴
す
る
明
王
と
し
て
、

両
者
を
一
対
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
広
く
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
内
藤
栄
「
金
輪
仏
頂
法
を
修
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め
た
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」『
鹿
園
雑
集
』
第
四
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
九
三
～
九
五
頁
。
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
「
儀
礼
に
よ
り
生

成
さ
れ
る
完
全
な
る
身
体
」（
阿
部
泰
郎
編
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相
と
統
辞
法
（「
テ
ク
ス
ト
布
置
の
解
釈
学
的

研
究
と
教
育
」
第
四
回
国
際
研
究
集
会
報
告
書
）』
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
）
六
一
～
七
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
33
）
上
田
本
昌
「
日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
（
二
）
―
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
―
」『
棲
神
』
六
六
号
、
一
九
九
四
年
三
月
、

三
七
～
三
八
頁
。

（
34
）
そ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
曼
荼
羅
本
尊
は
、
八
つ
現
存
し
て
い
る
。『
御
本
尊
集
』
所
収
の
「
第
七
〇 

千
葉
・
随
喜
文
庫
蔵
」、「
第
七

二 

駒
込
・
長
元
寺
蔵
」、「
第
七
四 

市
之
瀬
・
妙
了
寺
蔵
」、「
第
七
五 

真
間
・
弘
法
寺
蔵
」、「
第
七
六 

京
都
・
妙
覚
寺
蔵
」、「
第
七

八 

玉
沢
・
妙
法
華
寺
蔵
」、「
第
七
九 

鷲
津
・
本
興
寺
蔵
」、「
第
八
〇 

千
葉
・
随
喜
文
庫
蔵
」
を
参
照
。

（
35
）
前
掲
「
日
蓮
聖
人
後
期
の
曼
荼
羅
に
つ
い
て
（
二
）
―
授
与
者
を
通
し
て
の
動
向
―
」
三
七
頁
。

（
36
）
高
田
仁
覚
「
仏
教
に
お
け
る
折
伏
に
つ
い
て
」『
密
教
文
化
』
第
一
九
号
、
一
九
五
九
年
一
二
月
、
一
二
頁
な
ど
参
照
。
な
お
、「
調

伏
」
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
と
し
て
はdam

aya

やvinaya

も
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）
た
と
え
ば
、『
大
日
経
』（
つ
ぶ
さ
に
は
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』、
善
無
畏
訳
）
の
受
方
便
学
処
品
に
は
、「
復
た
次
に
秘

密
主
、
菩
薩
不
麁
悪
罵
戒
を
受
持
し
て
、
当
に
柔
軟
の
心
語
隋
類
言
辞
を
以
て
諸
の
衆
生
等
を
摂
受
す
べ
し
。（
引
用
者

中　

略

）
或
は
余
の
菩

薩
の
悪
趣
の
因
に
住
す
る
者
を
見
ば
、
之
を
折
伏
せ
ん
が
た
め
に
麁
語
を
現
ず
」
と
あ
る
（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』〔
以
下
、『
大
正

蔵
』〕
巻
一
八
（
大
蔵
出
版
、
一
九
二
四
～
一
九
三
四
年
）
三
九
頁
ｂ
。

（
38
）
明
王
と
い
う
尊
格
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
頼
富
本
宏
『
マ
ン
ダ
ラ
の
仏
た
ち
』（
東
京
書
籍
、
一
九
八
五
年
）
五
七
～
六
四
頁
な

ど
参
照
。

（
39
）『
定
遺
』
六
〇
六
頁
。

（
40
）
同
、
二
二
一
頁
。

（
41
）『
図
録　

日
蓮
聖
人
の
世
界
』（
日
蓮
聖
人
の
世
界
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
八
六
～
八
七
頁
の
「
今
、
折
伏
に
つ
い
て
考
え
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る
」
の
項
な
ど
参
照
。

（
42
）『
大
正
蔵
』
巻
四
六
、
一
三
七
頁
ｃ
。

（
43
）
同
、
巻
三
三
、
七
九
二
頁
ｂ
。

（
44
）
株
橋
隆
真
「
法
体
折
伏
に
つ
い
て
」『
桂
林
学
叢
』
第
二
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
九
〇
～
九
二
頁
。

（
45
）『
大
正
蔵
』
巻
一
二
、
三
八
七
ｂ
。

（
46
）
た
だ
し
宗
祖
は
、
当
時
の
権
力
者
が
政
敵
を
倒
す
た
め
な
ど
の
目
的
で
真
言
僧
に
修
さ
せ
た
、
明
王
を
本
尊
と
す
る
「
怨
敵
調
伏
の

祈
祷
」
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
否
定
し
批
判
さ
れ
て
い
る
。
宗
祖
が
文
永
九
年
（
一
二
七
二
、
祖
寿
五
一
）
に
著
わ
さ
れ
た
『
祈
祷

抄
』
で
は
、
そ
の
よ
う
な
怨
敵
調
伏
の
祈
祷
に
対
し
て
、「
か
ゝ
る
大
悪
法
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（『
定
遺
』
六
八
一
～
六
八
三
頁
）。

（
47
）『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
八
巻
、
本
門
法
華
宗
部
㈠
（
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
六
一
年
）
一
三
九
～
一
四
〇
頁
。

（
48
）
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
法
華
宗
質
疑
明
解
』
第
一
集
（
法
華
宗
布
教
教
学
振
興
会
、
一
九
六
〇
年
）
五
八
～
六
〇
頁
に
解
説
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を
参
照
し
た
う
え
で
私
見
を
記
し
た
。

（
49
）
前
掲
「
金
輪
仏
頂
法
を
修
め
た
舎
利
容
器
に
つ
い
て
」
九
三
～
九
五
頁
。
前
掲
「
儀
礼
に
よ
り
生
成
さ
れ
る
完
全
な
る
身
体
」
六
一

～
七
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
50
）
田
中
公
明
『
両
界
曼
荼
羅
の
誕
生
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
〇
八
～
二
一
〇
頁
。

（
51
）『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
八 

平
賀
・
本
土
寺
蔵
」
参
照
。

（
52
）
同
所
収
「
第
一
八 

平
賀
・
本
土
寺
蔵
」
参
照
。

（
53
）『
定
遺
』
九
九
六
～
九
九
七
頁
。

（
54
）『
本
尊
論
資
料
』
二
八
一
～
二
八
二
頁
、『
当
宗
相
伝
大
曼
荼
羅
事
』（
日
像
伝
・
大
覚
記
）
の
「
判
形
之
事
」
参
照
。

（
55
）
同
、
二
三
～
三
二
頁
、『
御
判
形
事
』（
日
朝
談
・
示
日
仁
）
参
照
。

（
56
）
同
、
四
七
二
～
四
七
五
頁
、『
日
蓮
之
蓮
字
御
判
Ｋ
字
相
応
口
決
』（
日
源
伝
・
日
実
記
）
参
照
。
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（
57
）
こ
れ
ら
の
口
伝
に
お
け
る
花
押
観
は
、
お
そ
ら
く
は
各
門
流
の
僧
た
ち
の
宗
教
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
信
仰
上
に
お
い
て
の
捉
え
方
で
あ
る
た
め
、
ど
れ
が
正
解
で
ど
れ
が
間
違
い
と
は
簡
単
に
は
い
う

こ
と
の
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
当
然
な
が
ら
近
代
以
降
の
よ
う
な
客
観
的
・
文
献
学
的
な
視
点
に

も
と
づ
い
て
の
花
押
観
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
認
識
し
て
お
き
た
い
。

（
58
）
前
掲
『
山
川
智
應
全
集
』
第
四
巻
所
収
。

（
59
）
同
、
二
三
八
頁
。

（
60
）『
真
蹟
集
成
』
第
五
巻
、
三
二
九
頁
。

（
61
）
山
中
講
一
郎
「
日
蓮
の
花
押
と
梵
字
に
つ
い
て
の
考
察
」『
法
華
仏
教
研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
二
年
四
月
。

（
62
）
前
掲
『
山
川
智
應
全
集
』
第
四
巻
、
二
四
九
～
二
五
〇
頁
。

（
63
）
同
、
二
五
〇
～
二
五
一
頁
。

（
64
）
同
、
二
五
一
～
二
五
六
頁
。

（
65
）
同
、
二
五
六
～
二
五
八
頁
。

（
66
）
同
、
二
五
八
頁
。

（
67
）『
中
山
法
華
経
寺
誌
』（
日
蓮
宗
大
本
山
法
華
経
寺
、
一
九
八
一
年
）
五
四
四
頁
。

（
68
）
大
黒
喜
道
「
事
行
の
法
門
に
つ
い
て
（
五
）
―
弘
安
元
年
宗
祖
花
押
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
興
風
』
第
一
〇
号
、
一
九
九
五
年
一

月
、
一
二
～
一
三
頁
。

（
69
）
密
教
の
胎
蔵
曼
荼
羅
や
金
剛
界
曼
荼
羅
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
諸
尊
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
密
号
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
諸
尊
の
そ
れ
ぞ
れ

の
密
号
に
つ
い
て
は
、
染
川
英
輔
・
小
峰
弥
彦
・
小
山
典
勇
・
高
橋
尚
夫
・
廣
澤
隆
之
『
曼
荼
羅
図
典
』（
大
法
輪
閣
、
一
九
九
三

年
）
に
詳
し
い
。

（
70
）『
真
蹟
集
成
』
第
六
巻
、
九
～
一
八
頁
。
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（
71
）『
定
遺
』
七
一
五
頁
。

（
72
）
同
、
一
二
五
三
頁
。

（
73
）
前
掲
『
山
川
智
應
全
集
』
第
四
巻
、
二
五
九
頁
。

（
74
）
同
、
二
五
八
～
二
七
〇
頁
。

（
75
）
前
掲
「
事
行
の
法
門
に
つ
い
て
（
五
）
―
弘
安
元
年
宗
祖
花
押
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」
一
三
～
三
三
頁
。

（
76
）
最
勝
仏
頂
と
そ
の
密
号
・
上
行
金
剛
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
曼
荼
羅
図
典
』
一
一
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
77
）
三
崎
良
周
「
台
密
と
東
密
―
そ
の
問
題
点
と
研
究
の
状
況
―
」『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
二
二
号
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
、
二
五

～
二
六
頁
。

（
78
）『
定
遺
』
三
九
七
～
三
九
八
頁
。

（
79
）
同
、
四
〇
二
頁
。

（
80
）
株
橋
日
涌
『
法
華
宗
教
学
綱
要
』（
東
方
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
一
四
六
～
一
四
七
頁
。

（
81
）『
定
遺
』
一
二
一
九
頁
。

（
82
）
な
お
、『
開
目
抄
』
に
も
「
其
後
善
無
畏
・
不
空
等
、
法
華
経
を
両
界
の
中
央
に
を
き
て
大
王
の
ご
と
く
し
、
胎
蔵
の
大
日
経
金
剛
頂

経
を
ば
左
右
の
臣
下
の
ご
と
く
せ
し
こ
れ
な
り
。
日
本
の
弘
法
も
教
相
の
時
は
華
厳
宗
に
心
を
よ
せ
て
法
華
経
を
ば
第
八
に
を
き
し

か
ど
も
、
事
相
の
時
、
実
慧
・
真
雅
・
円
澄
・
光
定
等
の
人
々
に
伝
へ
給
ひ
し
時
、
両
界
の
中
央
に
上
の
ご
と
く
を
か
れ
た
り
」

（『
定
遺
』
五
八
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
83
）
法
華
の
立
場
か
ら
著
わ
さ
れ
た
『
立
正
安
国
論
』
に
、『
法
華
経
』
で
は
な
い
爾
前
諸
経
の
経
文
が
、
引
用
さ
れ
活
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
思
い
出
す
べ
き
で
あ
る
。

〔
付
記
1
〕

　

本
稿
末
尾
に
付
し
た
「
写
真
資
料
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟　

御
本
尊
集
』（
立
正
安
国
会
発
行
）
並
び
に
『
日
蓮
聖
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人
真
蹟
集
成
』（
法
蔵
館
発
行
、
立
正
安
国
会
写
真
蔵
版
）
か
ら
の
転
載
に
関
し
ま
し
て
、
発
行
者
様
、
写
真
蔵
版
者
様
、
当
該
原
資
料
の

所
蔵
者
様
で
あ
る
京
都
市
の
大
本
山
本
能
寺
様
、
保
田
妙
本
寺
様
、
中
山
法
華
経
寺
様
、
千
葉
市
の
立
正
安
国
会
・
随
喜
文
庫
様
、
平
賀
本

土
寺
様
、
岩
本
実
相
寺
様
、
法
蔵
館
様
よ
り
御
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
付
記
2
〕

　

本
稿
は
、
私
が
興
隆
学
林
専
門
学
校
在
籍
時
に
、
主
査
の
株
橋
隆
真
先
生
、
副
査
の
日
種
隨
翁
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
作
成
し
た
令
和
三

年
度
卒
業
論
文
を
、
卒
業
後
に
改
め
て
株
橋
隆
真
先
生
、
大
平
寛
龍
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
し
て
加
筆
修
正
し
た
も
の

で
す
。
先
生
方
に
は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
幾
重
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
師
僧
、
大
塚
日
正
御
導
師
猊
下
に
も
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
謝
辞
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。
私
ご
と
き
未
熟

者
の
研
究
活
動
を
、
い
つ
も
応
援
し
て
下
さ
り
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
拝
謝
致
し
ま
す
。

�

合
掌

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
密
教　

不
動　

愛
染　

曼
荼
羅
本
尊　

花
押　

梵
字　

能
所
勝
劣
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付
録
・
写
真
資
料

　
【
Ａ
】『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』（
保
田
・
妙
本
寺
蔵
）
に
お
け
る
愛
染
明
王
と
不
動
明
王
（『
御
本
尊
集
』
附
録
其
一
・
其
二
）

愛染明王

不動明王
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【
Ｂ
】『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』（
保
田
・
妙
本
寺
蔵
）
に
お
け
る
不
動
明
王
の
真
言
（
一
字
呪
）
の
拡
大
図
（『
御
本
尊
集
』
附
録
其
二
）

　
【
Ｃ
】『
不
動
・
愛
染
感
見
記
』（
保
田
・
妙
本
寺
蔵
）
に
お
け
る
不
動
明
王
の
種
字
「
カ
ン
」（
上
）
と
愛
染
明
王
の
種
字
「
ウ
ン
」
の
拡
大

図
（『
御
本
尊
集
』
附
録
其
二
・
其
一
）

　
【
Ｄ
】『
秘
書
要
文
』（
中
山
・
法
華
経
寺
蔵
）
に
お
け
る
不
動
明
王
の
種
字
「
カ
ン
」（
上
）
と
愛
染
明
王
の
種
字
「
ウ
ン
」（
下
）（『
真
蹟

集
成
』
第
六
巻
、
八
六
頁
）
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【
Ｅ
】
不
動
・
愛
染
の
梵
字
が
大
き
く
書
か
れ
た
曼
荼
羅
本
尊
の
一
例
。『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
七
〇　

千
葉
・
随
喜
文
庫
蔵
」（
弘
安
二

年
一
一
月
図
顕
）
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【
Ｆ
】
向
か
っ
て
右
上
に
胎
蔵
曼
荼
羅
を
表
す
梵
字
「
ア
ー
ン
ク
」、
左
上
に
金
剛
界
曼
荼
羅
を
表
す
梵
字
「
バ
ー
ン
ク
」
が
記
さ
れ
、
密
教

の
両
界
曼
荼
羅
が
勧
請
さ
れ
て
い
る
曼
荼
羅
本
尊
。『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
八　

平
賀
・
本
土
寺
蔵
」（
文
永
年
間
図
顕
）



― 140 ―

　
【
Ｇ
】
向
か
っ
て
右
上
段
に
「
南
無
胎
蔵
大
日
如
来
」、
左
上
段
に
「
南
無
金
剛
大
日
如
来
」
と
記
さ
れ
、
密
教
の
両
界
の
大
日
如
来
が
勧
請

さ
れ
て
い
る
曼
荼
羅
本
尊
。『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
一
八　

平
賀
・
本
土
寺
蔵
」（
文
永
年
間
図
顕
）



日
蓮
聖
人
と
密
教
（
佐
々
木
現
友
）

― 141 ―

　
【
Ｈ
】
弘
安
元
年
四
月
以
前
の
宗
祖
の
花
押
「
バ
ン
」
図
。『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
三　

京
都
・
本
能
寺
蔵
」（
文
永
年
間
図
顕
）

　
【
Ｉ
】
弘
安
元
年
六
月
以
降
の
宗
祖
の
花
押
「
ボ
ロ
ン
」
図
。『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
四
九　

岩
本
・
実
相
寺
蔵
」（
弘
安
元
年
七
月
図
顕
）



― 142 ―

　
【
Ｊ
】『
御
本
尊
集
』
所
収
「
第
八　

平
賀
・
本
土
寺
蔵
」（
文
永
年
間
図
顕
）
の
向
か
っ
て
左
上
に
書
か
れ
て
い
る
、
金
剛
界
曼
荼
羅
を
表

す
梵
字
「
バ
ー
ン
ク
」
の
拡
大
図

　
【
Ｋ
】
宗
祖
書
写
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』（
中
山
・
法
華
経
寺
蔵
）
よ
り
、
宗
祖
が
描
か
れ
た
「
五
輪
塔
」
の
図
（『
真
蹟
集
成
』
第
六
巻
、
一
〇
頁
）


